
























































































































































































































































































作品 成立年代 表記 かな 意味 状況
『日本霊異記』
上巻第 34












































































































































































































































































































（1～ 47）、各用例を置く。各用例は、『今昔物語集』の「 」「 」の字による用例を除く例
及び主として平安から鎌倉期の散文作品から収集したもので、キサグ・クジル・ヱルの意味
に関わって状況を示す表現を含む文（の一部）である。用例の右側の列にキサグ・クジル・





























































Ⅰ 1 キサグ 爾（に） 貝比売、岐佐宜
（キサゲ）集（めて）
形状 ─ 一方向 ─ 繰返 分離 古事記（712）上
Ⅰ 2 キサゲキル 犀角・零羊【カマシン】角、
皆刮【キサケ】截【キ】作屑 形状 ─ 一方向 ─ 繰返 分離
医心方天養二年
点（1145）




─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
今昔物語集（巻
1・38話）
Ⅱ 4 クジル 彼ノ太子ノ眼ヲ抉シ所ハ、徳
叉尸羅国ノ外、東南ノ山ノ北
也。
─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
今昔物語集（巻
4・4話）
Ⅱ 5 クジル （前略）遠助ガ出タル間ニ、妻
蜜ニ箱ヲ取下シテ開テ見ケレ
バ、人ノ目ヲ　テ数入レタリ。
─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
今昔物語集（巻
27・21話）
Ⅱ 6 クジリスツ 「速ニ太子ノ二ノ眼ヲ抉リ捨
テ、太子ヲ国ノ境ノ外ニ可追
却シ」
─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
今昔物語集（巻
4・4話）
Ⅱ 7 クジリスツ 「我ガ二ノ眼ヲ抉リ捨テ我レ
ヲ可追シ」
─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
今昔物語集（巻
4・4話）
Ⅱ 8 クジリスツ （前略）忽ニ旃荼羅ヲ召テ
哭々ク二ノ眼ヲ抉リ捨ツ。 ─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
今昔物語集（巻
4・4話）
Ⅱ 9 クジリスツ （前略）父ノ大王ノ宣旨ニ依
テ、二ノ眼ヲ抉リ捨テ国ノ境
ヲ追ヒ出サレタレバ、（後略）
─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
今昔物語集（巻
4・4話）
Ⅱ 10 クジリトル 其ノ目極テ善カリツレバ、抉
リ取テ爰ニ持来タリ。 ─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
今昔物語集（巻
4・22話）
Ⅱ 11 クジリトル 夫捕ヘテ膝ノ上ニ曳キ臥セテ、
眼ヲ抉リ取テ、身ヲバ大路ニ
曳捨ツ。
─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
今昔物語集（巻
4・22話）
Ⅱ 12 クジル 截【キ】レ（り）耳（を）截
【キ】 レ（り） 鼻（を） 挑
【クじ】（り）レ眼（を）─
【】内ハ訓






Ⅱ 13 ホリクジル この馬のしわざにやとて、壁
にかきたるに馬の目をほりく
じりてけり。
─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
古今著聞集・11・
385（1254）
Ⅱ 14 クジル 烏しだいにつゝきて、うへに
のぼりて、目をくじらむとし
けるとき
─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
古今著聞集・20・
697




─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
今 昔 物 語（巻
4・17話）






─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
今昔物語集（巻
16・3話）
Ⅲ 17 クジル 闇の夜に出て、穴をくじり、
かひ間見、まとひあへり。
─ 深さ 一方向 ─ ─ ─
竹取物語（9c末
～ 10c初）















─ 深さ 一方向 ─ ─ ─
今昔物語集（巻
31・22話）
Ⅲ 20 クジル かべの穴いさゝかありけるを、
くじりて、「ここもとに寄り
給へ」と呼び寄せて
─ 深さ 一方向 ─ ─ ─ 篁物語（10c末）
Ⅲ 21 ヱル 次ニ鉾ヲ取テ持来タリ。天井
ニ穴彫タリケリ。 ─ 深さ 一方向 ─ ─ ─
今昔物語集（巻
29・13話）
Ⅳ 22 ヱル 心葉、紺瑠璃には五葉の枝、
白きには梅をえ（ゑ）りて、
（後略）
形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
源氏物語・梅枝
（1001～ 1014）
Ⅳ 23 ヱル 彫（ヱ）レル楹（ハシラ）、




Ⅳ 24 ヱリホル 工匠與往（キ）テ力ヲ盡（シ）
テ鐫（ヱ）リ鑿（ホ）ルコト
凡（ヘ）テ一旬ヲ經、




Ⅳ 25 ヱル 二序（ノ）文（ヲ）［於］金




Ⅳ 26 ヱル 豊碑ヲ樹（テ）テ斯（ノ）序
記（ヲ）鐫（ヨ→注にヱの誤
とある）ラムトス




Ⅳ 27 ヱリトル 人 〴 〵仏を見奉れば、左右の




Ⅳ 28 ヱル 塔ヲ立ル功徳ハ、只戯レニ石
ヲ重ネ、木ヲ彫タルソラ不可
思議ナル者也。
形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
今昔物語集（巻
4・3話）
Ⅳ 29 ヱル 大王婆羅門ノ云ガ如ク身ニ千
所ノ疵ヲ彫テ、其レニ完ノ油
ヲ満テヽ、上妙ノ細畳ヲ以テ








形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
今昔物語集（巻
5・9話）
Ⅳ 31 ヱル 恵明、具ニ此ノ事ヲ記シテ、
石ヲ彫テ納メテケリ。 形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
今昔物語集（巻
7・24話）
Ⅳ 32 ヱル 御手ヲ折テ前ニ棄テ、御足ヲ
切テ傍ニ置キ、御眼ヲ彫リ、
鼻ヲ削リ奉レリ。
形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
今昔物語集（巻
16・3話）
Ⅳ 33 ヱル 其ノ後、僧彼ノ猿誂ヘシ法花
経ヲ不書畢ズシテ、仏ノ御前
ノ柱ヲ刻テ籠メ置キ奉ツ。
形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
今昔物語集（巻
14・6話）





















形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
今昔物語集（巻
26・2話）
Ⅳ 37 ヱル その後、經をばかきおはらず
して、寺の佛前の柱をゑりて、
その中に奉納してさりぬ。
形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
古今著聞集・20・
680
Ⅳ 38 ヱル 井上ノ内親王ヲ穴ヲヱリテ獄
ヲツクリテコメマイラセナン
ドセシカバ







形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
今昔物語集（巻
11・30話）
Ⅳ 40 ヱル 皇子心ニ思ヒ煩テ、山ノ腹ヲ
指テ、其面ニ弥勒ノ像ヲ彫リ
奉ラムト為ルニ、力無シ。
形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
今昔物語集（巻
11・30話）
Ⅳ 41 ヱル 其時ニ、皇子仰テ巌ノ上ヲ見
給フニ、弥勒ノ像、其形チ鮮
ニシテ彫リ奉リタリ。
形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
今昔物語集（巻
11・30話）
Ⅳ 42 キザミヱル 其時ニ、天人是ヲ哀ビ助ケテ、
忽ニ此仏ヲ刻ミ彫リ奉ル。 形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
今 昔 物 語（巻
11・30話）
Ⅳ 43 ヱル 舟ヲ刳（ヱ）リ、木ニ絃（ツ
ル）ハケテ天下ヲ威（リシメ
テ）

























Ⅳ 44 ヱル 用テ豊琬ヲ彫（リテ）長ク茂








形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
今昔物語集（巻
16・2話）




形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
今昔物語集（巻
16・2話）


























































































































































































































































































































































































小峯和明・森正人（校注）（1994～ 1996）『今昔物語集』（新日本古典文学大系 36, 37）岩波書店































　On the definition and kun-rendering of“云々”（tsutsuyaku: ‘to whisper’）and“ ”（kujiru: ‘to 
dig’）in accordance with the list of Kun-renderings in the Konjaku Monogatarishú, vol. 26.
ABE Seiya & ITO Mariko, edit.
In making the list of kun-renderings for vol. 26 of the Konjaku Monogatarishū, we examined the method of 
researching kun-renderings.  As a case study, the following two examples were selected- “云々” and “ ”. 
We were able to clarify that these lexical items, both from vol. 26, should be read as follows- “云々”
（tsutsuyaku: ʻto whisperʼ）and “ ”（kujiru: ʻto digʼ）
　Key Words: kun-rendering, tsutsuyaku（ʻto whisperʼ）, kujiru（ʻto digʼ）, Konjaku-Monogatarishú vol. 26, a 

























巻 話 頁 行 本文（新大系） 旧大系 新大系 旧全集 新全集 集成
『今昔物語集』巻 26第 1話
26 1 4 3 若子 みづご みづこ わかご わかご ──
26 1 4 3 爴取 つかみとれる つかみとる つかみとる つかみとる つかミ─ル
26 1 4 4 七美 しつみ しづみ しつみ しつみ しつみ
26 1 4 4 若子 みづご みづこ わかご わかご わくご
26 1 4 6 父母 ぶも ちちはは ぶも ぶも ぶも
26 1 4 9 宿ヌ やどりしヌ やどりヌ やどりヌ やどりヌ ─リヌ
26 1 4 9 女子 によし をむなご をむなご をむなご をんなご
26 1 4 10 大路 おほぢ おほち おほぢ おほぢ おほぢ
26 1 4 10 宿タル やどりしタル やどりタル やどりタル やどりタル ─リタル
26 1 4 12 宿タル やどりしタル やどりタル やどりタル やどりタル ─リタル
26 1 4 12 来タル きたりタル ─タル きタル きタル ─タル
26 1 4 12 持タル もタル もちタル もちタル もちタル もチタル
26 1 4 13 奪フ ばフ うばフ ばフ ばフ うばフ
26 1 4 13 不被奪 ばはれじ うばはれじ ばはれじ ばはれじ ─ハレジ
26 1 4 14 罵テ のリテ のりテ のりテ のりテ ののしリテ
26 1 4 14 噉ヒ くヒ くらヒ くヒ くヒ くらヒ
26 1 4 16 家主 ─ノあるじ いへあるじ いへあるじ いへあるじ いへあるじ
26 1 4 16 泣ノミ なきにノミ なきにノミ なきにノミ なきにノミ ─キノミ
26 1 5 1 宿人 やどりしタル─ やどりびと やどりうど やどりうど やどりうど
26 1 5 4 養ヒ立テ ─ヒたテ ─ヒたてテ やしなヒたてテ やしなヒたてテ ─ヒ─テ
26 1 5 9 聞ユレ ─ユレ ─ユレ きこユレ きこユレ ─エシ
26 1 5 13 来ニケル きたりテケル ─ニケル きニケル きニケル ─ニケル





26 1 6 2 噉ヒ くヒ くらヒ くヒ くヒ くらヒ
26 1 6 3 宿報 すくほう しくほう しくほう しくほう しゆくほう
26 1 6 3 父子 ── ── ふし ぶし ──
26 1 6 3 宿世 すくせ しくせ しくせ しくせ すくせ
『今昔物語集』巻 26第 2話
26 2 6 6 方（題辞） ─に かたに かたに かたに ─ヘ
26 2 6 6 行者（題辞） ─きし─ ゆくもの ゆくもの ゆくもの ─ク─
26 2 6 6 生（題辞） しやうぜる うむ しやうずる しやうずる ─ム
26 2 6 10 大路 おほぢの おほちの おほぢの おほぢの おほぢノ
26 2 6 10 辺ニ ほとりニ ほとりニ ほとりニ わたりニ ほとりニ
26 2 6 14 女子 によし をむなご をむなご をむなご ──
26 2 6 15 女子 によし ── をむなご をむなご ──
26 2 6 16 行テ あるきテ ありきテ ありきテ ありきテ ─キテ
26 2 7 2 従者 ともの─ ── じゆしや じゆしや ──
26 2 7 3 女子 によし ── をむなご をむなご ──
26 2 7 4 経ルニ へたルニ ふルニ ふルニ ふルニ ─ルニ
26 2 7 5 女子 によし ── をむなご をむなご をんなご
26 2 7 8 従者 ともの─ ── じゆしや じゆしや ──
26 2 7 9 辺ニ ほとりニ ほとりニ ほとりニ あたりニ ほとりニ
26 2 7 9 不見 みず みず みず みず ─エズ
26 2 7 9 経ル へたル ─ル ふル ふル ─ル
26 2 7 10 男子 なんし をのこご をのこご をのこご ──
26 2 7 12 女子 によし ── をむなご をむなご ──
26 2 7 13 従者 ともの─ ── じゆしや じゆしや ──
26 2 8 3 極テ きはめテ きはめテ きはめテ きはめテ ─ジキ
26 2 8 9 見合セムト ──セト みあはセムト みあはセト みあはセト ──ハセムト
26 2 8 11 然ハ されバ さハ さハ さハ さハ
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26 2 8 11 宿世 すくせ しくせ しくせ しくせ ──
26 2 8 13 男子 なんし をのこご をのこご をのこご ──
26 2 8 13 此ヲ見テ 男、此ヲ見テ 此ヲ見テ 此ヲ見テ 此ヲ見テ 男此ヲ見テ
26 2 8 14 此許 かくばかり かばかり かばかり かばかり かクばかり
26 2 8 14 宿世 すくせ ── しくせ しくせ すくせ
26 2 9 1 男女 なんによ をとこをむな なむによ なむによ ──
26 2 9 2 生ケル しやうじケル うみケル うみケル うみケル ─ミケル
『今昔物語集』巻 26第 3話
26 3 9 5 因幡河 ─ノ─ いなばがは いなばのかは いなばのかは ──
26 3 9 5 流 ながセル ながス ながす ながす ──
26 3 9 6 因幡河 いなばの─ いなばがは いなばのかは いなばのかは いなばのかは
26 3 9 7 河 ─ノ かはの かはの かはの かは
26 3 9 8 食ナドシテ じきナド くひナド じきナド じきナド ─ヒナド
26 3 9 8 有ナル あるナル あんナル あんナル あんナル ─ルナル
26 3 9 9 行ケドモ ─ケドモ ありケドモ ゆケドモ ゆケドモ ─ケドモ
26 3 9 12 不浮デ うかデ うかデ うかばデ うかデ ─カデ
26 3 9 13 上ニケレバ のぼりニケレバ あがりニケレバ のぼりニケレバ のぼりニケレバ のぼリニケレバ
26 3 9 15 壊レ こぼレ こぼレ やぶレ やぶレ ─レ
26 3 9 15 不浮デ うかデ うかデ うかばデ うかデ ─カデ
26 3 9 15 浮テ うかびテ うきテ うきテ うきテ ─カビテ
26 3 9 16 逃去テ （迯）のがれさりテ にげのきテ のがれさりテ のがれさりテ
（迯）のがレ（出）
でて
26 3 10 1 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 3 10 3 音 こえ こゑ こゑ こゑ こゑ
26 3 10 3 燃畢ニケレバ もえつきニケレバ もえはてニケレバ もえはてニケレバ もえつきニケレバ ─エはテニケレバ
26 3 10 4 燃死ニケリ （焼死）やけしニケリ やけしにニケリ もえしニケリ
（焼死）やけしニ
ケリ （焼）ケ─ニケリ
26 3 10 5 燃テ （焼）やけテ やけテ （燃）もえテ （焼）やけテ ─ケテ
26 3 10 5 死ヌル しにヌル しヌル しヌル しヌル ─ヌル
26 3 10 7 火難 ─の─ くわなん ひのなん ひのなん ──
26 3 10 7 溺テ おほほれテ おほほれテ おほほれテ おほほれテ おぼレテ
26 3 10 7 童人 わらはの─ わらはびと わらはのひと わらはびと わらはひと
26 3 10 8 短クテ ひきクテ みじかクテ みじかクテ みじかクテ ─クテ
26 3 10 9 引タリケレバ ひかへタリケレバ ひきタリケレバ ひきタリケレバ ひきタリケレバ ─カヘタリケレバ
26 3 10 9 被引テ ひかれテ ひかれテ ひかへられテ ひかへられテ ─カレテ
26 3 10 10 思ヘケレバ おもひケレバ おぼえケレバ おぼえケレバ おぼえケレバ ─エケレバ
26 3 10 12 干ケル ひるナル ひケル ひるナル ひケル ひル
26 3 10 12 出来レバ いできケレバ いでくレバ いでくレバ いできケレバ ─デ─ケレバ
26 3 10 13 直ク ただしク うるはしク うるはしク うるはしク うるはシク
26 3 10 13 落畢ナバ おちつきナバ おちはてナバ おちはてナバ おちはてナバ ─チはテナバ
26 3 10 14 ツヽ暗 ─くら ─やみ ─やみ ─やみ ─やみ











26 3 10 14 落シテ おちシテ おとシテ おちシテ おちシテ おちシテ
26 3 10 16 為タル しタル ─タル ゐタル ゐタル （居）─タル
26 3 10 16 不及 およばぬ およばず およばぬ およばぬ ─バヌ
26 3 11 1 生タル おひタル おひタル をひタル をひタル ─ヒタル
26 3 11 2 上タラム のぼりタラム あがりタラム のぼりタラム のぼりタラム のぼりタラム
26 3 11 3 動カバ はたらカバ はたらカバ うごカバ うごカバ はたらカバ
26 3 11 4 音 こえ こゑ こゑ こゑ こゑ
26 3 11 4 観音 ── くわんおん くわんおむ くわんのむ ──
26 3 11 4 方 はう かた かた かた かた
26 3 11 5 免ム のがれム まぬかれム のがれム のがれム のがレム
26 3 11 6 免レム のがれム まぬかレム のがレム のがレム ─レム
26 3 11 7 音 こえ こゑ こゑ こゑ こゑ
『今昔物語集』訓釈語彙考
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26 3 11 7 此ハ ─ハ こハ （是）こレハ こハ ─レハ
26 3 11 9 有メレ あるメレ あんメレ あるメレ あむメレ ─ルメレ
26 3 11 11 引ベキ ひくベキ ひかふベキ ひかふベキ ひかふベキ ─カフベキ
26 3 11 12 方 はう ─ かた かた ──
26 3 11 13 云合ドモ いひあへれドモ いひあへドモ いひあへれドモ いひあへれドモ ─ヒ─ヘドモ
26 3 11 13 暫 しばらく しばし しばらく しばらく ─ク
26 3 11 15 辺 ほとり わたり ほとり わたり ほとり
26 3 11 16 縄 つな ─ なは なは （繩）─
26 3 11 16 来テ きたりテ きテ きテ きテ ─テ





26 3 12 3 不動リケル はたらかざリケル
はたらかざリケ
ル うごかざリケル うごかざリケル ─カザリケル
26 3 12 4 生タル いきタル いきタル いきタル いクル ─キタル
26 3 12 4 方々 はうばう かたかた かたがた かたがた かたがた
26 3 12 5 宿報 すくほう しくほう しくほう しくほう すくほう
『今昔物語集』巻 26第 4話
26 4 12 10 若（題辞） ─カリシ わかき わかき わかき ─
26 4 12 10 行（題辞） ゆける ゆく ゆく ゆく ─





26 4 12 11 可然キ しかるべキ さるべキ しかるべキ しかるべキ しかルベキ
26 4 12 13 其 そこ そこ そ そこ そ
26 4 12 14 家主 ─のあるじ いへあるじ いへあるじ いへあるじ いへあるじ
26 4 12 15 小屋 ちひさき─ こや こや こや ──
26 4 12 15 己 おの おの おのれ おのれ おの
26 4 12 16 臥所 ふす─ ふしどころ ふしどころ ふしど ふしどころ
26 4 13 3 蜜男 まをとこ みそかをとこ みそかをとこ みそかをとこ みそかをとこ
26 4 13 4 不来 きたらざる こぬ きたらざる きたらざる ─ザル
26 4 13 4 虚歩 そらあるき そらありき そらありき そらありき そらあるき
26 4 13 9 不見 みず みえず みえず みえず ─エズ
26 4 13 13 此様 かくやう かやう かやう かやう かやう
26 4 13 13 蜜男 まをとこ みそかをとこ みそかをとこ みそかをとこ ──
26 4 13 13 不来 きたらじ こじ きたらじ きたらじ ─タラジ
26 4 13 14 娥キ うるはしキ なつかしキ うるはしキ よキ うるはシキ
26 4 14 3 入違ヘ ─たがヘ いりたがヘ ひとたがヘ ひとたがヘ ひとたがへ
26 4 14 3 為スル ─スル ─スル ─スル （す）スル しタル
26 4 14 9 者 ─ ─ ものに ものに ─に
26 4 14 9 候フ ─フ さぶらフ さむらフ さぶらフ ─フ
26 4 14 10 御セ おはしマセ おはセ おはしまセ おはしまセ ─シマセ
26 4 14 10 殆 ほとほど ほとほど ほとほど ほとほど ほとほト
26 4 14 10 仕リ つかまつリ つかまつリ つかまつリ つかうまつリ ─リ
26 4 14 10 候ヒヌ ─ヒヌ ─ヒヌ さむらヒヌ さぶらヒヌ ─ヒヌ
26 4 14 11 然々 しかしか しかしか しかしか しかしか しかじか
26 4 14 11 候ヒツル さぶらひツル ─ヒツル さむらひツル さぶらひツル ─ヒツル
26 4 14 11 臥所 ふす─ ふしどころ ふしどころ ふしど ふしどころ
26 4 14 11 候ツレ さぶらひツレ さぶらひツレ さむらひツレ さぶらひツレ ─ヒツレ
26 4 14 11 候ツル さぶらひツル ─ツル さむらひツル さぶらひツル ─ヒツル
26 4 14 13 漏入タル もりいりタル もれいりタル もりいりタル もりいりタル ─リ─リタル
26 4 14 13 候テ さぶらひテ さぶらひテ さむらひテ さぶらひテ ─ヒテ
26 4 14 14 蜜男 まをとこ みそかをとこ みそかをとこ みそかをとこ みそかをとこ
26 4 14 14 此ノ様 かくやう ─ノやう こノやう かやう かやう
26 4 14 14 着タル ─タル ─タル きタル きタル （著）きタル
26 4 14 14 不来 きたらじ こじ きたらじ きたらじ ─タラジ
26 4 14 14 仕リ つかまつり つかまつり つかまつり つかうまつり ─リ
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26 4 14 15 緩 たゆみ ゆるへ たゆみ たゆみ たゆミ
26 4 14 15 候ツル さぶらひツル さぶらひツル さむらひツル さぶらひツル ─ヒツル
26 4 14 15 極テ きはめテ きはめテ きはめテ きはめテ ─ジキ
26 4 14 16 見付テ ─つけデ みつけテ みつけテ みつけテ ──ケテ
26 4 14 16 仕リ つかまつリ つかまつリ つかまつリ つかうまつリ ─リ
26 4 14 16 候ハム ─ハム ─ハム さむらハム さぶらハム ─ハム
26 4 14 16 心 むね こころ こころ こころ こころ
26 4 15 1 緩テ たゆみテ ゆるひテ たゆみテ たゆみテ ─ミテ
26 4 15 1 思ケル おぼえケル おもひケル おぼえケル おぼえケル ─ヒケル





26 4 15 5 云ヒ いふト ─ヒ いふト いふト ─ヒ
26 4 15 5 賤所 あやしの─ あやしのところ あやしのところ あやしのところ あやしどころ
26 4 15 7 宿世 すくせ しくせ しくせ しくせ すくせ
26 4 15 7 然 しか さ しか しか しカ
26 4 15 8 宿報 すくほう しくほう しくほう しくほう すくほう
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26 5 15 12 陸奥（題辞） ── みちのく みちのおく みちのおく ──
26 5 15 12 府官（題辞） ──ノ ふくわん ふくわんの ふくわんの ──
26 5 15 13 陸奥 むつ みちのく みちのおく みちのおく みちのく
26 5 15 15 館 たち たち たち たち やかた
26 5 15 15 去 さり のき さり さり ─リ









26 5 16 2 産ン うまム うまン むまン むまン ─マン
26 5 16 3 夫妻 めをと めをうと めをうと めをうと めをうと
26 5 16 3 男子 なんし をのこご をのこご をのこご をのこご
26 5 16 3 産バ、 うめバ うめバ むめバ むめバ ─メバ







26 5 16 7 厳 いつくし いつくしかり いつくし いつくし いつくシ
26 5 16 8 怱サ いそがしサ いそがしサ いそがはしサ いそがはしサ いそがシサ
26 5 16 9 不審 いぶかしさ いぶかしさ おぼつかなき おぼつかなき おぼつかなさ
26 5 16 9 同心 ── おなじこころ おなじこころ おなじこころ どうじん
26 5 16 13 従者 ともの─ ── じゆしや じゆしや ──
26 5 16 14 可然 しかるべき さるべき しかるべき しかるべき しかルベキ
26 5 16 15 奇異ノ ──ノ きいノ きいノ きいノ あさまシク
26 5 17 1 女子 によし をむなご をむなご をむなご をむなご
26 5 17 1 持タレ もタレ もちタレ もちタレ もちタレ もチタレ
26 5 17 1 男子 なんし をのこご をのこご をのこご をのこご
26 5 17 3 鰥 やもめ やもめ やもを やもを やもを
26 5 17 3 来居テ きたりゐテ きゐテ きたりゐテ きたりゐテ ──テ
26 5 17 4 政テ まつりごちテ まつりごちテ まつりごちテ あらためテ まつりごチテ
26 5 17 5 父介 ─のすけ ちちすけ ちちのすけ ちちのすけ ちちノすけ
26 5 17 6 此ノ かくノ ─ノ かク かク かク
26 5 17 10 愚遣リ （思）おもひ─リ ─やリ （思）おもひやリ（思）おもひやリ（思）おもひやリ
26 5 17 9 男子 なんし をのこご をのこご をのこご ──
26 5 17 12 死トモ しぬトモ しぬトモ しストモ しストモ ─ストモ
26 5 17 13 御館 ─たち みたち おほむたち おほむたち みやかた
26 5 17 15 候フ ─フ ─フ さむらフ さぶらフ ─フ
26 5 17 15 候ハムヤ ─ハムヤ ─ハムヤ さむらハムヤ さぶらハムヤ ─ハムヤ
26 5 17 16 キ つれなキ つらキ くはしキ つらキ つらキ
26 5 17 16 つれなし つらし くはし つらし ──シ
26 5 17 16 候ニ さぶらふニ さぶらふニ さむらふニ さぶらふニ ─フニ
26 5 18 1 御顧 ─かへりみ ─かへりみ おほむかへりみ おほむかへりみ おんかへりみ
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26 5 18 1 生死モ いくともしぬとモ いきしにモ いくともしすとモ いくともしすとモ いきしにモ
26 5 18 1 候ヘ ─ヘ さぶらヘ さむらヘ さぶらヘ ─ヘ
26 5 18 1 候フ ─フ ─フ さむらフ さぶらフ ─フ
26 5 18 2 候ハン ─ハム ─ハン さむらハン さぶらハン ─ハン
26 5 18 2 本意 ── ── ほんい ほんに ──
26 5 18 3 吉日 よき─ きちにち よきひ よきひ よキ─
26 5 18 4 強縁 がうえん がうえん がうニえん がうえん がうえん
26 5 18 5 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 18 5 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 18 6 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 18 6 本意 ── ── ほんい ほんに ──
26 5 18 7 養 やしなふ やしなひ やしなふ やしなふ ─フ
26 5 18 7 忝ク かたじけなク かたじけなク （参）まゐリ （参）まゐリ かたじけなク
26 5 18 8 御サンズル おはしまサムズル おはサンズル おはサンズル おはサンズル ──サンズル
26 5 18 9 介殿 すけのとの すけのとの すけのとの すけのとの すけどの
26 5 18 9 可然 しかるべき さるべき しかるべき しかるべき さルベキ
26 5 18 14 御前 ── ごぜん おほむまへ おほむまへ ──
26 5 18 14 何ガ いかにカ いかガ いかガ いかガ いかガ
26 5 18 15 然 しか さ しか しか さ
26 5 18 16 朝 つとめて つとめて あした あした つとめて
26 5 19 2 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 19 2 賢ニ かしこげニ さかしらニ かしこげニ かしこげニ かしこげニ
26 5 19 2 候ツル さぶらひツル さぶらひツル さむらひツル さぶらひツル ─ヒツル
26 5 19 2 候ヘバ ─ヘバ ─ヘバ さむらヘバ さぶらヘバ ─ヘバ
26 5 19 3 候ツル さぶらひツル ─ツル さむらひツル さぶらひツル ─ヒツル
26 5 19 4 候フニ ─フニ ─フニ さむらフニ さぶらフニ ─フニ
26 5 19 4 不御 おはせず おはせず おはせざる おはせざる ─セズ
26 5 19 5 候ナン さぶらひナム さぶらひナン さむらひナン さぶらひナン ─ヒナン
26 5 19 5 候フ ─フ ─フ さむらフ さぶらフ ─フ
26 5 19 5 御許シ ──シ ──シ おほむゆるシ おほむゆるシ おんゆるし
26 5 19 5 候ハヾ ─ハヾ ─ハヾ さむらハヾ さぶらハヾ ─ハバ
26 5 19 5 不騒 さわがず さわがしからず さわがしからず さわがしからず ─ガズ
26 5 19 5 候フ ─フ ─フ さむらフ さぶらフ ─フ
26 5 19 6 候 さぶらはむ さぶらふ さむらはむ さぶらはむ ─フ
26 5 19 7 打被 うちかつげ うちかづけ うちかつげ うちかつげ うちかづケ
26 5 19 8 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 19 8 此許 かくばかり かばかり かばかり かばかり かクばかり
26 5 19 10 心 むね ─ こころ こころ ─
26 5 19 10 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 19 11 小弓 ちひさき─ こゆみ こゆみ こゆみ ──
26 5 19 11 提テ ひさげテ ひさげテ ひさげテ ひさげテ さゲテ
26 5 19 11 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 19 11 寄来テ よりきたりテ よりきテ よりきたりテ よりきテ ─リ─テ
26 5 19 12 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 19 13 徒然気 さうざしげ つれづれげ つれづれげ つれづれげ さびしげ
26 5 19 13 行セ あるかセ ありかセ ありかセ ありかセ あるカセ
26 5 19 14 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 19 14 伯父父 をぢち をぢちち をぢち をぢち をぢち
26 5 19 15 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 19 16 云云 つつやく ─ つつやく いひのく つつやク
26 5 20 2 曳将 ひきもて ひきゐて ひきゐて ひきゐて ひキゐテ
26 5 20 2 来ヌ きたりヌ きヌ きたりヌ きたりヌ きタリヌ
26 5 20 2 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 20 2 射立テ ─たテ いたてテ いたてテ いたてテ ──テテ
26 5 20 3 従者 ともの─ ── じゆしや じゆしや ──
26 5 20 4 小胡録 ちひさきやなぐひ こやなぐひ こやなぐひ こやなぐひ 小サキやなぐひ
26 5 20 4 出来タリ いできタリ いできタリ いできタリ いできタリ ─デ─タリ
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26 5 20 4 有 ありし ある ある ある ─ル
26 5 20 6 去 さり のき さり さり さリ
26 5 20 8 候フ ─フ ─フ さむらフ さぶらフ ─フ
26 5 20 9 将入テ ゐていれテ ゐていりテ ゐていりテ ゐていりテ ─て─りテ
26 5 20 9 暫 しばし しばし しばらく しばらく しばシ
26 5 20 10 打思テ うちおぼえテ うちおぼえテ うちおもひテ うちおもひテ うちおぼエテ
26 5 20 10 厳ク いつくしク いつくしク いつくしク いつくしク いつシク
26 5 20 11 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 20 14 不堪カシ たへずカシ たへじカシ たへじカシ たへじカシ ─ヘジカシ
26 5 20 15 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 20 15 外様 よそ─ ほかざま ほかざま ほかざま ほかざま
26 5 20 16 殺テン ころしテム ころしテン ころしテン ころすラン ─シテン







26 5 21 2 然気 さるけ さるけ さるけ さるけ さリげ
26 5 21 3 何ニ いかニ なにニ いかニ いかニ いかニ
26 5 21 4 女子 によし をむなご をむなご をむなご をんなご
26 5 21 4 男子 なんし ── をのこご をのこご ──
26 5 21 5 女子 によし ── をむなご をむなご ──
26 5 21 5 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 21 7 来ニ きたりニ ─ニ きたりニ きニ ─タリ
26 5 21 7 塗籠 ──リ ぬりごめ ぬりごもリ ぬりごもリ ──リ
26 5 21 9 従者 ともの─ ── じゆしや じゆしや ──
26 5 21 10 舎人男 とねりの─ とねりをのこ とねりをのこ とねりをのこ とねりをのこ
26 5 21 11 急 いそぎ いそぎ きふニ いそぎ ─ギ
26 5 21 13 押懸テ おしかけテ おしかかりテ おしかけテ おしかけテ ─シかケテ
26 5 21 13 不思 おぼえず おもはず おぼえず おぼえず おぼエズ
26 5 21 14 数度 すど あまたたび すど すど すど
26 5 21 14 此様 かくやう かやう かやう かやう かやう
26 5 21 15 押廻シ おしめぐらシ おしまはシ おしめぐらシ おしめぐらシ おしめぐラシ
26 5 21 15 々々 ── おしまはし おしめぐらし おしめぐらし ──ラシ
26 5 21 16 何方 いづれのかた いづかた いづかた いづかた いづかた
26 5 21 16 病人 やめる─ ── びやうにん びやうにん ──
26 5 22 3 舎人男 とねりの─ とねりをのこ とねりをのこ とねりをのこ とねりをのこ
26 5 22 4 舎人男 とねりの─ ─── とねりをのこ とねりをのこ ───
26 5 22 5 候ラン さぶらふラム さぶらふラン さむらふラン さぶらふラン ─フラン
26 5 22 6 舎人男 とねりの─ ─── とねりをのこ とねりをのこ ───
26 5 22 6 候ニ さぶらふニ ─ニ さむらふニ さぶらふニ ─フニ
26 5 22 6 候フ ─フ ─フ さむらフ さぶらフ ─フ
26 5 22 7 死人 しにし─ ── しにん しにん ──
26 5 22 9 舎人男 とねりの─ ─── とねりをのこ とねりをのこ ───
26 5 22 9 怖シ気 ─シげ おそろシげ おそろシげに おそろシげに ─シ─
26 5 22 9 不云ソ いひソ いひソ いはずシテ いひソ ─ヒソ
26 5 22 11 舎人男 とねりの─ ─── とねりをのこ とねりをのこ ───
26 5 22 12 不埋ケレ うづまざりケレ うづみざりケレ うづまざりケレ うめざりケレ ─マザリケレ
26 5 22 13 此 ─ これ ここ ここ ─レ
26 5 22 15 此 この この これ これ ─ノ
26 5 22 16 心 むね ─ こころ こころ ─
26 5 22 16 掻寄タレ かきよりタレ かきよせタレ かきよせタレ かきよせタレ ─キ─セタレ
26 5 23 1 煖タル あたたまりタル あたたまりタル あたたまりタル あたたカ也 あたたマリタル
26 5 23 2 舎人男 とねりの─ ─── とねりをのこ とねりをのこ ───
26 5 23 3 宛テ あテ あてテ あてテ あてテ あテテ
26 5 23 4 験 げ しるし しるし しるし しるし
26 5 23 5 舎人男 とねりの─ ─── とねりをのこ とねりをのこ とねりをのこ
26 5 23 6 暫 しばし しばし しばらく しばらく しばシ
26 5 23 6 願 ねがひ ぐわん ぐわん ぐわん ─
26 5 23 6 験 げ ─ しるし しるし ─
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26 5 23 7 咽 のむど のむど のむど のむど のど
26 5 23 8 潤ヌラン うるひヌラム うるひヌラン うるひヌラン うるひヌラン うるほヒヌラン
26 5 23 10 見開タレ ─ひらきタレ みあけタレ みひらきタレ みひらきタレ ──キタレ
26 5 23 10 何ニモ いどこニモ いかニモ いどこニモ いどこニモ いかニモ
26 5 23 12 願 ねがひ ぐわん ぐわん ぐわん ─
26 5 23 15 不見 みせず みえず みせず みせず ─セズ
26 5 23 15 舎人男 とねりの─ ─── とねりをのこ とねりをのこ ───
26 5 23 16 追次テ おひつづきテ おひつづきテ おひつづきテ おひつづきテ ─ヒつギテ
26 5 24 1 然々 しか─ しかしか しかしか しかしか しかじか
26 5 24 2 此 ここ ここ これ ここ ─レ
26 5 24 3 不云バ （いはず） いはねバ いはねバ いはねバ ─ハズ
26 5 24 3 例様 れいのやう れいざま れいのやう れいのやう ─ノ─
26 5 24 4 妻夫 めをと めをうと めをうと めをうと めをうと
26 5 24 5 粥 しるかゆ かゆ しるかゆ しるかゆ かゆ
26 5 24 6 何事 いかなる─ ── なにごと なにごと ──
26 5 24 6 此 ここ ここ これ ここ ─コ
26 5 24 7 然々 しかしか しかしか しかしか しかしか しかじか
26 5 24 9 然テモ さテモ さテモ さるにテモ さるにテモ ─テモ
26 5 24 10 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 24 11 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 24 11 来ツル きたりツル ─ツル きたりツル きツル ─ツル
26 5 24 11 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 24 13 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 24 13 此 ─ この これ これ ─レ
26 5 24 13 謀 はかりごと はかりこと はかりこと はかりこと はかりごと
26 5 24 15 返々ス かへすかへス かへすがへス かへすがへス かへすがへス ─ス─ス
26 5 24 16 食セ くはセ くはセ （云）いはセ （云）いはセ 食ハセ
26 5 24 16 従者 ともの─ ── じゆしや じゆしや ──
26 5 24 16 共モ どモ ─モ どもモ どモ ─モ
26 5 24 16 掻澄テ かきすましテ かきすみテ かきすましテ かきすましテ かきすまシテ
26 5 25 3 思ツレ おぼえツレ おもひツレ おもひツレ おもひツレ ─ヒツレ
26 5 25 4 伯父父 をぢち をぢちち をぢち をぢち をぢち
26 5 25 5 不見バ みねバ みねバ みえねバ みねバ ─ネバ
26 5 25 6 然ハ されバ さハ さハ さハ さレバ
26 5 25 7 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 25 7 出来テ いできたりテ いできテ いできテ いできテ ─デ─テ
26 5 25 8 伯父父 をぢち をぢちち をぢち をぢち ──
26 5 25 11 不御 おはせず おはさず おはせず おはせず おはセズ
26 5 25 12 殆シカリ ほとほどシカリ ほとほどシカリ ほとほどシカリ ほとほどシカリ ほとほとシカリ
26 5 25 13 来ケル きたりケル ─ケル きたりケル きたりケル ─ケル
26 5 25 13 従者 ともの─ ── じゆしや じゆしや ──
26 5 25 13 抱ヘテ いだかヘテ かかヘテ いだかヘテ いだかヘテ いだかヘテ
26 5 25 14 来着タリ きたりつきタリ きつきタリ きたりつきタリ きつきタリ ──キタリ
26 5 25 15 主 あるじ ぬし あるじ あるじ あるじ
26 5 25 16 暫 しばらく しばし しばらく しばらく ─ク
26 5 26 2 児様 ちご、─ ちござま ちご、さま ちご、さま ─、さま
26 5 26 4 不泣 なかず なかで なかず なかず ─カズ
26 5 26 4 喘 いきづき あへき いきづき いきづき いきづき
26 5 26 5 被出テ いでられテ いだされテ いだされテ いだされテ ─デラレテ
26 5 26 5 然気 さるけ さるけ さるけ さるけ さリ─
26 5 26 6 己 おのれ おの おのれ おのれ ─
26 5 26 7 噯 なぐさみ なぐさめ なぐさみ なぐさみ なぐさミ
26 5 26 9 男 ─ をのこ をとこ をのこ ─
26 5 26 10 来レバ きたレバ くレバ きたレバ きたレバ ─レバ
26 5 26 10 然気無 さるけなげ さるけなげ さるけなげ さるけなげ さリげ─ク
26 5 26 11 将入 ゐていれむ ゐている ゐていれむ ゐていれむ ─テ─レム
26 5 26 11 呼放テ よびはなちテ よびはなちテ よびはなつテ よびはなちテ ─ビ─チテ
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26 5 26 12 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 26 12 然気無 さるけなく さるけなく さるけなく さるけなく ─リ──ク
26 5 26 12 守テ まぼりテ まもりテ まもりテ まもりテ ─リテ
26 5 26 13 将入テ ゐていりテ ゐていりテ ゐていれテ ゐていれテ ─テ─リテ
26 5 26 13 入テ いりテ いりテ いれテ いれテ ─リテ
26 5 26 15 然々 しかしか しかしか しかしか しかしか しかじか
26 5 27 1 思テ おぼえテ おもひテ おぼえテ おぼえテ ─ヒテ
26 5 27 1 男 ─ をのこ をとこ をとこ ─
26 5 27 4 暫ク しばし しばらク しばし しばし ──シ
26 5 27 6 奇異シ あさましシ あさまシ あさまシ あさまシ ──シ
26 5 27 6 従者 ともの─ ── じゆしや じゆしや ──
26 5 27 7 強顔ク つれなき つれなク つれなき つれなき つれなク
26 5 27 10 䟽ニ つくろひニ つくろふニ つくろひニ つくろひニ つくろヒ
26 5 27 11 女 むすめ ─ をむな をむな ─
26 5 27 14 キ にくみキ にくみキ にくキ にくみキ にくミキ
26 5 27 14 人 ─の ─ ひとの ひとの ─
26 5 27 14 不寄ケレ よせざりケレ よらざりケレ よせざりケレ よせざりケレ ─セザリケレ
26 5 27 15 行ケル あるきケル ありきケル ゆきケル あるきケル ─キケル
26 5 27 15 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 28 1 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 28 4 元服 ぐゑんぷく ぐゑんぶく ぐゑんぶく ぐゑんぷく ──




26 7 28 12 中参 ちうさん ちうざん ちうざむ ちうざむ ちゅうざん
26 7 28 12 体 かたち てい かたち てい たい
26 7 28 12 蛇 くちなは へみ へび へみ へび
26 7 29 2 不嫁 とつがぬ とつがざる とつがぬ とつがぬ とつがぬ
26 7 29 3 何人 いかナル─ なにびと いかなるひと なにびと なにびと
26 7 29 3 持タル も─ もち─ もち─ もち─ ─
26 7 29 4 父母 ぶも ちちはは ぶも ぶも ぶも
26 7 29 16 東人 あづまの─ あづまびと あづまのひと あづまのひと あづまひと
26 7 29 16 思 おぼえ おもひ おぼえ おぼえ ─
26 7 29 16 糸惜ク いとほし─ いとをし─ いとほし─ いとほし─ いとをシク
26 7 30 1 為 せり す す す す
26 7 30 1 然々 しかしか しかしか しかしか しかしか しかじか
26 7 30 5 其 それ そこ それ それ ─
26 7 30 6 無 なき なく なき なき なク
26 7 30 8 其 ─ そこ そこ そこ そレ
26 7 30 11 注連 しりくへ しりくへ しりくへ しりくへ しめ
26 7 30 11 量 おき（置） はかり （置）おき （置）おき ─
26 7 30 13 東人 あづまの─ あづまびと あづまノひと あづまノひと あづまノひと
26 7 30 14 撰リ勝リテ えリすぐり─ えリすぐ─ えらビすぐ─ えらビすぐ─ えリすぐ─
26 7 30 14 懃 ねむごろ ねむごろ ねむごろ ねむごろ ねんごロ
26 7 30 15 来テ きたり─ き─ きたり─ きたり─ ─タリテ
26 7 30 16 此様 かくやう かやう かやう かやう かク─
26 7 31 1 微妙ク いみじ─ めでた─ いみじ─ いみじ─ いみジク
26 7 31 1 持タリ も─ もち─ もち─ もち─ もチタリ
26 7 31 1 御代 ─かはり ─かはり おほむかはり おほむかはり おんかはり
26 7 31 2 死 ─ しに し し しに
26 7 31 2 女 ─ ─ をむな をむな をんな
26 7 31 4 宮司 ぐうじ みやづかさ ぐうじ ぐうじ ─
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26 7 31 4 来テ きたり─ き─ きたり─ き─ ─タリテ
26 7 31 7 取出タレバ とりいで─ とりいだし─ とりいだし─ とりいで─ ─
26 7 31 8 出来ラム いできた─ いできた─ いできた─ いでく─ ─デ─タラム
26 7 31 10 御社 ─やしろ みやしろ おほむやしろ おほむやしろ ─
26 7 31 10 祝 いはひ のつと のつと のつと のつと
26 7 31 10 去ヌ さり─ のき─ さり─ さり─ い─
26 7 31 11 閉テ （閇）たて─ とぢ─ とぢ─ とぢ─ ─ヂテ
26 7 31 11 宮司 ぐうじ みやづかさ ぐうじ ぐうじ ─
26 7 31 11 開テ くじりひらき─ きさげあけ─ くじりあけ─ （双開）ゑりあけ─ くじリあケテ
26 7 31 15 大猿 おほきなる─ ─ おほきなるさる おほきなるさる おほざる
26 7 31 16 噉テ くひ─ くひ─ くひ─ くひ─ くらヒテ
26 7 32 3 垂テ たり─ たれ─ たれ─ たれ─ ─リテ
26 7 32 4 噉ル くらへ─ くらへ─ くへ─ くへ─ ─
26 7 32 4 有メレ ある─ ある─ ある─ あむ─ ─
26 7 32 7 益 かひ やく やく やく かひ
26 7 32 8 宮司 ぐうじ みやづかさ ぐうじ ぐうじ ─
26 7 32 8 不得 えず えじ えず えず えず
26 7 32 9 不殺サ （ころさず） ころさじ ころさ（ず） ころ（さ）ず ─サズ
26 7 32 9 ジツ れう─ りよう─ れう─ れう─ れう─
26 7 32 10 ズ れう─ りよう─ れう─ れう─ れう─
26 7 32 13 祝 はふり のつと のつと のつと のつと
26 7 32 13 極 こうじ いみじき いみじき いみじき いみジキ
26 7 32 13 立ツ た─ たて─ た─ た─ ─
26 7 32 15 夫妻 めをと めをうと めをうと めをうと めをうと
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26 8 33 3 神［題辞］ ─ がみ かみ かみ ─
26 8 33 3 止［題辞］ とどめたる とどむる とどむる とどむる ─ムル
26 8 33 5 道 だう ─ みち みち ─
26 8 33 5 行ヒ行 ─ヒあるく おこなヒありく おこなヒありく おこなヒありく ─ヒあるク
26 8 33 5 行ヒ行 ─ヒあるき ─ヒありき おこなヒありき おこなヒありき ─ヒ─キ
26 8 33 8 散積 ちりつみ ちりつもり ちりつもり ちりつもり ─リ─リ
26 8 33 9 手 （壁） ─ て て ─
26 8 33 12 行方 ── ゆきかた ゆきかた ゆきかた ゆきがた
26 8 33 14 何コ いどコ いづコ いどコ いどコ いづコ
26 8 33 14 何コ いどコ いづコ いどコ いどコ ─コ
26 8 33 15 歩ビ ─ビ ─ビ あゆビ あゆビ ─ミ
26 8 33 16 此ハ ─ハ こハ これハ これハ ─レハ
26 8 34 1 免レン ─レム まぬかレン のがレン のがレン のがレン
26 8 34 2 非 あらじ あらず あらじ あらじ ─ズ
26 8 34 4 溺レテ おほほレテ おほほレテ おぼレテ おぼほレテ ─レテ
26 8 34 5 早ウ ─ウ はやウ はやウ はやク ─ウ
26 8 34 6 通リ畢 ─リつき ─リはて とほリはて とほリはて ─リはテ
26 8 34 8 来ル きたれル ─ル きたル きたル ─タル
26 8 34 8 後ニ しりへニ しりニ しりへニ しりへニ ─ニ
26 8 34 9 走リ来テ ─リきたりテ ─リ─テ はしリきたりテ はしリきテ ─リ─タリテ
26 8 34 10 引将行ニ ひきもてゆくニ ひきゐてゆくニ ひきゐてゆくニ ひきゐてゆくニ ─キゐテ─クニ
26 8 34 11 何為ル いかがすル いかにすル いかにすル いかがすル いかにすル
26 8 34 16 此ハ ─ハ ─ハ こハ こハ ─レハ
26 8 34 16 日本 ─ にほん につぽん につぽん ─
26 8 34 16 来テ きたりテ きテ きテ きテ ─タリテ
26 8 34 16 給ビ ─ヒ たビ たまヒ たまヒ ─ヒ
26 8 35 3 噉ハン くらハム くらハン くハン くハン くらハン
26 8 35 4 涙落 ─おちぬ ─おつ なむだおつ なむだおつ ──ツ
26 8 35 5 此ハ ここハ ここハ ここハ ここハ ─レハ
26 8 35 8 上リ あがリ あがリ のぼリ あがリ ─リ
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26 8 35 9 笈 ふみはこ おひ おひ おひ おひ
26 8 35 10 居へテ すヘキ すへテ すヘキ すヘキ すゑキ
26 8 35 10 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 8 35 10 持来タル もてきたりタル もてきタル もてきタル もてきタル もて─タル
26 8 35 11 魚 ─ うを いを いを ─
26 8 35 11 不食シテ くらはずシテ くはずシテ くはずシテ くはずシテ ─ハズシテ
26 8 35 11 出来テ いできたりテ いできテ いできたりテ いできたりテ ─デ─テ
26 8 35 12 不食ゾ くらはぬゾ めさぬゾ くはぬゾ くはぬゾ ─ハヌゾ
26 8 35 12 食ネバ くらはネバ くはネバ くはネバ くはネバ ─ハネバ
26 8 35 13 見居テ ─ヰテ みゐテ みゐテ みゐテ みすヱテ
26 8 35 14 不食デ くはデ めさデ くはデ くはデ ─ハデ







26 8 35 16 御マセ おはしマセ おはしマセ ましマセ おはしマセ ─シマセ
26 8 35 16 外 ─ ほか と ほか と
26 8 36 1 為ム せム せム せム せン すレ
26 8 36 2 然 しか さ しか しか しか
26 8 36 2 可行方モ ゆくべきはうモ ゆくべき─モ ゆくべきかたモ ゆくべきかたモ ─クベキ─モ
26 8 36 3 家主 ─ノあるじ いへあるじ いへあるじ いへあるじ いへあるじ
26 8 36 3 食ヲ じきヲ くふヲ じきヲ じきヲ じきヲ
26 8 36 3 食テ くらひテ くひテ くひテ くひテ ─ヒテ
26 8 36 6 可思也 おもふべき─ おぼすべき─ おもふべきなり おもふべきなり ─スベキナリ
26 8 36 8 夫婦 めをと めをうと めをうと めをうと めをうと
26 8 36 8 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ ──
26 8 36 9 被取ル とらるル とらル とらるル とらるル ─ラルル
26 8 36 14 労ク いたづク ─ク らうたク いたはリ いたはリ
26 8 36 14 吉シ ─シ よシ よシ よシ よケレ
26 8 36 15 食肥ル くらひこゆル くひこゆル くひこゆル くひこゆル ─ヒ─ユル
26 8 37 1 付テモ つきテモ つけテモ つけテモ つけテモ ─ケテモ
26 8 37 2 客人 まらふと まらうと まらうど まらうど まらうど
26 8 37 2 来テ きたりテ ─テ きたりテ きたりテ ─テ
26 8 37 3 御サン おはしまサム おはサン おはしまサン おはしまサン おはシマサン
26 8 37 4 得マシカバ えざらマシカバ ─マシカバ えマシカバ えざらマシカバ ─ザラマシカバ
26 8 37 4 近来 このごろ このごろ このごろ このごろ ちかごろ
26 8 37 5 明年 あくる─ みやうねん あくるとし あくるとし あくるとし
26 8 37 5 後々 しりぞくしりぞく のちのち しりぞくしりぞく しりぞくしりぞく しりへニ
26 8 37 5 去ヌレバ さりヌレバ さりヌレバ いヌレバ いヌレバ ─リヌレバ
26 8 37 6 食ヨ くらはせヨ くはせヨ くはせヨ くはせヨ ─ハセヨ
26 8 37 7 食ニ付テモ くらふニつきテモ くふニつけテモ くふニつけテモ くふニつけテモ ─フニ─ケテモ
26 8 37 8 問 をこづりとへ をこつりとへ をこづりとへ をこづりとへ をこつリ─へ
26 8 37 9 事急グ気 ──グけはい ──グけ こといそグけはひ こといそグけはひ ─いそグ──
26 8 37 10 副テ そひテ そへテ そひテ そひテ そヘテ
26 8 37 11 ケレ つれなケレ つらケレ くはしケレ つらケレ つらケレ
26 8 37 16 其御シ そこおはシ そこのおはシ そこおはシ そこおはシ そコおはシ
26 8 38 1 求不得時 もとめえざる─ もとめえぬ─ もとめえざるとき もとめえざるとき ─メ─ザル─
26 8 38 2 其 そこ そこの そこの そこの そコ
26 8 38 3 我 ─ わが われ われ ─レ
26 8 38 5 直ク臥テ ただしクふせテ うるはしクふせテ うるはしクふせテ うるはしクふせテ うるはシク─セテ
26 8 38 6 荒テ あれテ あれテ あれテ あれテ （怒）─リテ
26 8 38 8 労ツル いたづきツル いたはりツル いたはりツル いたはりツル いたはリツル
26 8 38 8 体 かたち てい かたち てい すがた
26 8 38 11 返々ス かへすかへス かへすがへス かへすがヘス かへすがヘス ─ス─ス
26 8 38 11 持タリ もタリ もタリ もちタリ もちタリ ─チタリ
26 8 38 12 寵テ さかえテ おごりテ さかえテ さかえテ おごリテ
26 8 38 14 前 ─ さき まへ まへ ─
26 8 38 14 此家 この─ニ この─ このいへに このいへに ─ノ─
26 8 38 14 注連ヲ しりくへヲ しりくへヲ しりくへヲ しりくへヲ しめヲ
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26 8 38 15 何日 ── いくか いくにち いくにち いくか
26 8 39 2 直ク ただしク ─ク うるはしク うるはしク ─シク
26 8 39 2 傳立ル かしづきたてル かしづきたつル かしづきたつル かしづきたつル かしづキ─ツル
26 8 39 3 引被テ ひきかつぎテ ひきかづきテ ひきかつぎテ ひきかつぎテ ─キかづキテ
26 8 39 5 着並 （着座並）ちゃく（ざし）なみ つきなみ つきなみ つきなみ ─キなミ









26 8 39 6 呼立テ よびたテ よびたてテ よびたてテ よびたてテ ─ビ─テテ
26 8 39 6 ヲ もとゆひヲ くくりヲ くくりヲ くくりヲ くくりヲ
26 8 39 7 不動シテ はたらかずシテ はたらかずシテ うごかずシテ うごかずシテ ─カズシテ
26 8 39 7 含テ ふふめテ ふくめテ ふくめテ ふくめテ ふくメテ
26 8 39 8 引閉テ （引閇）ひきたてテ ひきとぢテ ひきたてテ ひきたてテ ─キ─ヂテ
26 8 39 9 返ヌ かへりヌ かへりヌ かへス かへス ─リヌ
26 8 39 9 胯 もも また また また また
26 8 39 9 中 あひだ ─ なか なか ─
26 8 39 9 然気 さるけ さるけ さるけ さるけ さりげ
26 8 39 11 ギト きと ぎと きと きと きと
26 8 39 12 思ケル おもひケル おぼえケル おぼえケル おぼえケル ─ヒケル
26 8 39 13 出来テ いできたりテ いできテ いできテ いできテ ─デ─テ
26 8 39 14 掻開テ かきひらきテ かきあけテ かきひらきテ かきひらきテ ─キ─キテ
26 8 39 15 此様ニ かくやうニ かやうニ かやうニ かやうニ かやうニ
26 8 39 16 着并テ つきなみテ つきなみならびテ つきなみテ つきなみテ ─キ─ミテ
26 8 40 1 方様ニ かた─ニ かたざまニ かたざまニ かたざまニ かたさまニ
26 8 40 1 歩ミ ─ビ ─ミ あゆミ あゆミ ─ビ
26 8 40 1 寄来テ よりきたりテ よりきテ よりきテ よりきテ ─リ─テ
26 8 40 2 胯 もも ─ また また ─
26 8 40 3 仰様ニ のけ─ニ のけざまニ のけざまニ のけざまニ のけさまニ
26 8 40 4 不指宛デ さしあてずしテ さしあてデ さしあてずしテ さしあてずしテ ─シ─テズシテ
26 8 40 7 噉ハム くらハム くらハン くハム くハム くらハム
26 8 40 8 不然ハ さらずハ さらずハ さらずハ さらずハ しかラズハ
26 8 40 9 突立テ つき─テ つきたテ つきたてテ つきたてテ ─キ─テテ
26 8 40 10 然ラバ ─ラバ さラバ しかラバ しかラバ ─ラバ
26 8 40 11 出来タリ いできたりタリ いできタリ いできタリ いできタリ ─デ─タリ
26 8 40 12 断ニ （折）たちニ たちニ （折）をりニ （折）をりニ （折）─リニ
26 8 40 12 遣テ つかはしテ つかはしテ つかはしテ つかはしテ やリテ
26 8 40 16 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 8 41 1 去タレ さりタレ のきタレ さりタレ さりタレ ─リタレ
26 8 41 3 閉寵テ （閇寵）たてこめテ とぢこめテ たてこめテ たてこめテ とヂこメテ
26 8 41 5 静心無 しづごころなく しづごころなく しづごころなく しづごころなく しづこころなク
26 8 41 6 持タリ もタリ もタリ もちタリ もちタリ ─チタリ
26 8 41 10 来ル きたル くル きたル きたル ─タル
26 8 41 10 此ハ ─ハ こハ これハ これハ ─レハ
26 8 41 11 噉ヤセン くひヤセム くらひヤセン くひヤセン くひヤセン くらヒヤセム
26 8 41 12 恐テ おそれテ おぢテ おそれテ おそれテ ─レテ
26 8 41 14 踏立 ふみたて ふみたつ ふみたつ ふみたつ ─ミ─ツ
26 8 41 15 出来テ いできたりテ いできテ いできたりテ いできテ ─デ─テ
26 8 41 16 和君 わぎみ わきみ わぎみ わぎみ わぎみ
26 8 41 16 開テ ひらきテ あけテ あけテ あけテ ─ケテ
26 8 42 1 開タレバ ひらきタレバ あけタレバ あけタレバ あけタレバ ─ケタレバ
26 8 42 1 入テ いりテ いりテ いれテ いれテ ─リテ
26 8 42 5 此ニ ─ニ これニ ここニ ここニ ─レニ
26 8 42 7 此人 かく─ この─ かくひと かくひと こノ─
26 8 42 8 己等 おのれ─ おのれら おのれハともがら おのれハともがら ─レ─
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26 8 42 10 前ニ さきニ さきニ まへニ まへニ さきニ
26 8 42 11 不開ラ ひらかず ひらかず ひ（ら）かず ひ（ら）かず ─ケズ
26 8 42 13 出来テ いできたりテ いできテ いできたりテ いできたりテ ─デ─テ
26 8 42 14 引烈テ ひきつれテ ひきつれテ ひきつらねテ ひきつらねテ ─キつレテ
26 8 42 14 云テ いひテ ─テ いひテ いひテ ─ハク
26 8 42 15 食ミ はミ はミ はミ はミ ─ヒ（食ヒ）
26 8 42 15 弓箭 きうせん ゆみや きうぜん きうぜん ──
26 8 42 15 射ズレバ いむとスレバ いむズレバ いむとスレバ いむとスレバ ─ヌレバ
26 8 43 3 辺 ほとり わたり ほとり わたり ほとり
26 8 43 4 打渡テ うちわたりテ うちわたしテ うちわたしテ うちわたしテ ─チ─シテ
26 8 43 4 遣テ つかはしテ つかはしテ やりテ やりテ やリテ
26 8 43 5 壊 こぼち こほち こぼち こぼち こぼチ
26 8 43 5 祓負セテ はらへおほセテ はらへおほセテ はらへおはセテ はらへおはセテ はらへ─ハセテ
26 8 43 5 片足ギ ─あしなへギ かたあしなへギ かたあしなへギ かたあしなへギ かたしなへギ
26 8 43 10 将渡シテ もて─シテ ゐてわたシテ ゐてわたシテ ゐてわたシテ ゐテ─シテ
26 8 43 13 其人 そこの─ そこの─ そのひと そのひと ─コノ─（其コノ人）
26 8 43 14 迷ヒ まどヒ まどヒ まどヒ まよヒ ─ヒ
26 8 43 14 前世 ぜんぜ ぜんぜ ぜんぜ ぜんせ ─
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26 9 44 3 蛇［題辞］ じゃ へみ へみ へみ へみ
26 9 44 3 諍［題辞］ あらそひし あらそふ あらそふ あらそふ あらそフ
26 9 44 3 行［題辞］ ─キシ ゆきたる ゆく ゆく ゆキシ
26 9 44 3 蛇［題辞］ じゃ へみ へみ へみ ─
26 9 44 3 住［題辞］ すめる すむ すむ すむ すム
26 9 44 4 好テ このみテ このみテ このみテ このむを このミテ
26 9 44 5 業 ─ わざ げふ げふ げふ
26 9 44 6 弓箭 きうせん きうせん きうぜん きうぜん きゆうぜん
26 9 44 8 可為 すべき すべき なすべき なすべき すベキ
26 9 44 8 方 はう かた かた かた ─
26 9 44 9 死ナン ─ナム ─ナン ─ナン ─ナン ─ナン
26 9 44 9 行方 ゆくかた ゆきかた ゆくかた ゆくかた ゆくかた
26 9 44 9 大キナル ─キナル ─キナル おなキナル おほキナル ─キナル
26 9 44 10 引付ケン ひきつけケム ひきつけケン ひきつけケン ひきつけケン ─キ─ケケン
26 9 44 11 寄ニケレバ よせニケレバ よりニケレバ よりニケレバ よりニケレバ ─リニケレバ
26 9 44 12 見エケレバ ─へ（エ）ケレバ ─エケレバ みエケレバ みエケレバ ─エケレバ
26 9 44 13 見 みむ みむ みむ みむ みん
26 9 44 13 有ン あらム あらン あらン あらン ─ラン
26 9 44 16 寄来テ よりきたりテ よりきテ よりきテ よりきテ ─リ─テ
26 9 44 16 我 わが わが われハ われハ ─レ
26 9 45 1 思ヒ不懸 ─ヒかけず ─ヒかけぬ おもヒかけず おもヒかけず ─ヒ─ケズ
26 9 45 1 詣来ツル まうできたりツル まうできツル まうできツル まうできツル まうデ─ツル
26 9 45 2 我 わが わが われ われ ─れ
26 9 45 2 然ハ されバ さハ さハ さハ さハ
26 9 45 2 此 ─ こ これ これ ─れ
26 9 45 3 極ジヌラン こうジヌラム ごうジヌラン こうジヌラン こうジヌラン こうジヌラン
26 9 45 3 何ヲ ─ヲ ─ヲ なにヲ なにヲ いづラ
26 9 45 4 出来ツル いできたりツル いできツル いできツル いできツル ─デ─ツル
26 9 45 4 来 きたる く きたる く ─タル
26 9 45 5 持来タリ もてきたりタリ もてきタリ もてきタリ もてきタリ ─テ─タリ
26 9 45 5 開タル ひらきタル あけタル ひらきタル ひらきタル ひらキタル
26 9 45 5 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 9 45 6 極ジニケレバ こうジニケレバ ごうジニケレバ こうジニケレバ こうジニケレバ ─ジニケレバ
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26 9 45 9 寄来テ よりきたりテ よりきテ よりきテ よりきテ ─リ─テ
26 9 45 9 此 ここ ここ ここ ここ ─れ
26 9 45 10 領ゼン ─セム りやうゼン りやうゼン りやうゼン りやうゼン
26 9 45 11 過ス すぐス すぐス すぎヌ すぎヌ ─ス
26 9 45 11 来テ きたりテ ─テ きテ きたりテ ─テ
26 9 45 12 来ン きたらム きたらン きたらン きたらン ─ン
26 9 45 12 何許 いくらばかり いかばかり いくらばかり いくらばかり いかばかり
26 9 45 12〔許ニ〕 ばかりニ 〔ばかりニ〕 × ばかりニ ばかりニ
26 9 45 14 来ラン ─ラム きたラン きたラン きたラン ─タラム
26 9 45 14 体 かたち てい てい てい てい
26 9 45 14 儲ケンズル ─ケムズル まうケンズル まうケンズル まうケンズル まうケンズル
26 9 45 15 体 かたち ─ てい てい ─
26 9 45 15 今明日 けふあす いまあす けふあす けふあす けふあす
26 9 45 15 見テン ─テム ─テン みテン みテン ─テン
26 9 45 15 懸ラン ─ラム ─ラン かかラン かかラン ─カラン









26 9 45 16 不令上シテ のぼらしめずシテ のぼらしめずシテ のぼらしめずシテ のぼらしめずシテ あがラシメズシテ
26 9 46 1 憑マンズレバ たのマムズレバ たのマンズレバ たのマンズレバ たのマンズレバ たのマンズレバ
26 9 46 1 登センズル のぼセムズル のぼセンズル のぼセンズル のぼセンズル のぼセンズル
26 9 46 2 登ラン ─ラム ─ラン のぼラン のぼラン ─ラン
26 9 46 2 暫 しばし しばし しばらく しばらく しばらク
26 9 46 2 見合センズル ─セムズル ─センズル みあはセンズル みあはセンズル ─ハセンズル
26 9 46 3 不可為 すべからず すべからず なすべからず なすべからず ─ベカラズ
26 9 46 4 儀立テ よそほひしたちテ よそほひたちテ よそほひしたちテ よそほひしたちテ よそほヒ─チテ
26 9 46 4 午時 うまの─ うまのとき むまのとき むまのとき うまノとき
26 9 46 4 食テ じきしテ くひテ くひテ くひテ ─ヒテ
26 9 46 4 此ヨリゾ ここヨリゾ ここヨリゾ これヨリゾ これヨリゾ ─コヨリゾ
26 9 46 8 来ン こム きたらン こン こン ─ン
26 9 46 9 出来タリ いできたりタリ いできタリ いできタリ いできタリ ─デ─タリ
26 9 46 10 出来合ハン いできたり─ハム いできあハン いできあハン いできあハン ─デ─あハン
26 9 46 11 音 ─ こゑ おと おと こゑ
26 9 46 11 出来タリ いできたりタリ いできタリ いできタリ いできタリ ─デ─タリ
26 9 46 12 寄来ル よせきたル よりきたル よりきたル よりきたル ─リ─タル
26 9 46 13 蛇 じゃ へみ へみ へみ へみ
26 9 46 13 一把 ─いだき ひといだき ひとたばね ひとたばね ひといだき
26 9 46 13 下向フ ─ニ─フ くだりむかフ したにむかフ したにむかフ したむかフ
26 9 46 15 走上ヌ はしりのぼりヌ はしりあがりヌ はしりのぼりヌ はしりのぼりヌ ─リ─リヌ
26 9 46 16 守テ まぼりテ まもりテ まもりテ まもりテ ─リテ
26 9 47 1 番ツゝ つがひツゝ つがひツゝ つがひツゝ つがひツゝ つがヘツツ
26 9 47 1 蛇 じや ─ へみ へみ ─
26 9 47 2 血肉 ちじし ちじし ちじし ちじし ちみどろ
26 9 47 3 上手 ─ じやうず うはて うはて うはて
26 9 47 3 ─ じゃ ─ ─ ─ ─
26 9 47 3 少シ□タル すこしシタル ─シ□タル すこシ□タル すこシ□タル ─シ□タル
26 9 47 5 彇本 ゆみはずのもと はずのもと ゆみはずのもと ゆみはずのもと ゆみはずノもと
26 9 47 5 射立 いたツ いたつ いたつ いたつ ─テツ
26 9 47 6 蛇 じや ─ へみ へみ ─
26 9 47 7 蛇 じや ─ へみ へみ ─
26 9 47 7 欠テ かきテ かきテ かきテ かきテ ─ケテ
26 9 47 8 久フ ─フ（ウ） ひさしフ びさしフ びさしフ ─シウ
26 9 47 8 片蹇テ ─あしなへぎテ かたあしなへぎテ かたあしなへぎテ かたあしなへぎテ かたしなへギテ
26 9 47 9 出来タリ いできたりタリ いできタリ いできタリ いできタリ ─デ─タリ
26 9 47 9 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 9 47 9 持来テ もてきたりテ もてきテ もてきテ もてきテ ─テ─テ
26 9 47 10〔伐〕懸テ きりかけテ 〔きり〕かけテ □かけテ きりかけテ きリ─ケテ
26 9 47 11 ドモ ドモ ドモ ドモ ドモ ─ニ
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26 9 47 11 其ノ そこ ─ノ そこノ そこノ そコ
26 9 47 11 領ゼム りやうセム りやうゼム りやうゼム りやうゼム ─ゼム
26 9 47 12 然レバ ─レバ ─レバ さレバ さレバ しかレバ
26 9 47 13 住メ ─メ すまメ すメ すメ ─メ
26 9 47 14 可候ヲ さぶらふべきヲ さぶらふべきヲ さむらふべきヲ さぶらふべきヲ ─フベキ
26 9 47 14 妻子 ─ めこ さいし さいし めこ
26 9 47 15 渡ン わたらム わたらン わたらン わたらン わたラン
26 9 47 16 送ラン ─ラム ─ラン おくラン おくラン おくラム
26 9 47 16 来ラン ─ラム きたラン きたラン きたラン きタラム
26 9 47 16 熊田 ─ くまた くまだ くまだ くまだ
26 9 48 1 来ラン ─ラム きたラン きたラン きたラン きタラン
26 9 48 1 思ハン ─ハム ─ハン おもハン おもハン おもハム
26 9 48 2 可食 じきすべき くふべき じきすべき じきすべき ─フベキ
26 9 48 3 不替 かはさず かはらず かはらず かはらず ─ラズ
26 9 48 4 行ン ゆかム ゆかン ゆかン ゆかン ─カン
26 9 48 6 出来テ いできテ いできテ いできたりテ いできたりテ ─デ─テ
26 9 48 7 居弘ゴリテ ゐひろゴリテ ─ひろゴリテ ゐひろゴリテ ゐひろゴリテ ゐひろマリテ
26 9 48 8 有 ある ある あん あん あル
26 9 48 8 渡テ わたりテ わたりテ わたりテ わたりテ ─リ
26 9 48 9 祭ナル〔ヲ〕 まつるナルヲ まつるナル〔ヲ〕まつるナル まつるナルヲ ─ルナルヲ
26 9 48 10 思モ不懸 おもひモかけず おもひモかけぬ おもひモかけず おもひモかけず ─ヒモ─ケズ
26 9 48 10 夜半 よなか よなか やはん やはん やはん
26 9 48 12 晴タル はれタル はれタル くもりタル くもりタル ─レタル
26 9 48 12 見遣レバ ─やるナレバ みやレバ みやレバ みやるナレバ みやレバ
26 9 48 14 此 ころほひ ころ ころほひ ころほひ ころ
26 9 48 15 出来テ いできたりテ いできテ いできたりテ いできテ ─デ─テ
26 9 48 15 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 9 49 2 有ゾ あるゾ あるゾ あるゾ あるヲ ─リ
26 9 49 2 見ヱシ みヱ（エ）シ みヱ（え）シ みヱシ みエシ ─エシ
26 9 49 2 行違フ ゆきかフ ゆきちがフ ゆきかフ ゆきちがフ ─きかフ
26 9 49 3 不見 みせじ みせじ みせ（じ） みせ（じ） ─セジ
26 9 49 4 来ル きたれル きたル きたル きたル ─タル
26 9 49 4 唐人 たうの─ たうじん たうにん たうにん からひと
26 9 49 4 魚 ─ うを いを いを いを
26 9 49 5 出ナル いづナル いづナル いづナル いでケル ─ヅナル
26 9 49 5 唐人 たうの─ ─ たうにん たうにん ─
26 9 49 6 行住 ゆきすみて ゆきすみ ゆきすみて ゆきすみて ─キ─メ
26 9 49 7 有ナルトナン ありナルトナム あんナルトナン あんナルトナン あんナルトナン ─ルナルトナン
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26 10 49 10 行住［題辞］ ゆきすめる ゆきてすむ ゆきてすむ ゆきてすむ ─キテ─ム
26 10 49 11 己 おのれ おの おのれ おのれ ─レ
26 10 49 13 殖人 うヱひと うゑびと うゑひと うゑひと うゑひと
26 10 49 13 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 10 49 13 馬歯 うまぐは うまぐは むまぐは むまぐは うまくは
26 10 49 14 男子 なんし をのこご をのこご をのこご をのこご
26 10 49 15 女子 にょし をむなご をむなご をむなご をんなご
26 10 49 15 守リ まぼリ まもリ まもリ まもリ まもリ
26 10 49 15 父母 ぶも ちちはは ぶも ぶも ─
26 10 49 15 陸 くむが くむが くむが くむが くが
26 10 50 1 棄テ すテ すてテ すテ すテ ─テテ
26 10 50 2 船ハ ─ハ ─ハ ふねニ ふねニ ─ハ
26 10 50 2 浮タリ うかびタリ うきタリ うきタリ うきタリ ─キタリ
26 10 50 5 無 なき なき なく なく ─キ
26 10 50 6 暫ハ しばしハ しばしハ しばらくハ しばらくハ しばらクハ
26 10 50 6 風隠 ─かくれ かざがくれ かぜかくれ かぜかくれ かぜがくれ
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26 10 50 6 差隠 さしかくれ さしかくし さしかくれ さしかくれ ─シ─レ
26 10 50 7 呼ベ よばへ ─べ よべ よベ ─ベ
26 10 50 7 返々 かへすかへす かへすがへす かへすがへす かへすがへす ─ス─ス
26 10 50 9 恐々 おそる─ おづおづ おそるおそる おそるおそる ─ル─ル
26 10 50 10 女子 にょし をむなご おむなご をむなご ─
26 10 50 11 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもの じきもつ
26 10 50 12 失畢ナン うせつきナム うせはてナン うせはてナン うせはてナン うセはテナン
26 10 50 13 男子 なんし をのこご をのこご をのこご ─
26 10 50 14 作リベキヲ つくりベキゾ つくリベキヲ つくりベキゾ つくりベキゾ ─リツベキヲ
26 10 50 16 木伐テ ききりテ きこりテ きこりテ きこりテ ─こリテ
26 10 51 1 可然 しかるべき さるべき しかるべき しかるべき ─ルベキ
26 10 51 3 夫婦 めをと めをうと めをうと めをうと めをうと
26 10 51 4 経 へたる ふる ふる ふる ─ル
26 10 51 4 男子 なんし をのこご をのこご をのこご ─
26 10 51 4 女子 にょし をむなご をむなご をむなご ─
26 10 51 4 夫婦 めをと ─ めをうと めをうと ─
26 10 51 6 有ナル ありナル あるナル あんナル あんナル ─ルナル
26 10 51 7 宿世 すくせ しくせ しくせ しくせ すくせ
26 10 51 7 夫婦 めをと ─ めをうと めをうと ─
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26 11 51 11 始［題辞］ はじめたる はじむる はじむる はじむる ─むる
26 11 51 15 従者 ともの─ じゅうしゃ じゅしゃ じゅしゃ ──
26 11 51 16 僅ニ わづかに わづかニ わづかニ わづかニ ─か
26 11 52 2 養蚕 かふこ かひこ かひこ かひこ かひこ
26 11 52 3 入テ つみいれテ こきいれテ こきいれテ こきいれテ こキ入レテ
26 11 52 4 思ヘ おぼヘ（エ） おぼへ おぼヘ おぼヘ おぼエ
26 11 52 4 何カハ いかガハ なにカハ いかガハ いかガハ いかガハ
26 11 52 5 養付タル かひつきタル かひつけタル かひつけタル かひつけタル ─ヒ─ケタル
26 11 52 5 不思ニ おもはぬニ おもはずニ おもはぬニ おもはぬニ ─ハズニ
26 11 52 5 養タル （養立）かひたてタル ─タル かひタル かひタル
（養立）─ヒ─テ
タル
26 11 52 5 思ケレバ おもひケレバ おぼえケレバ おもひケレバ おぼえケレバ ─エケレバ
26 11 52 7 食ツ くらひツ くひツ くひツ くひツ ─ヒツ
26 11 52 8 食タラン くらひタラム くひタラン くひタラン くひタラン ─ヒタラン
26 11 52 8 依 よりて より よりて よりて ─リテ
26 11 52 9 宿世 すくせ しくせ しくせ しくせ ──
26 11 52 13 取出テ とりいでテ とりいでテ とりいでテ とりいでテ ─リ─ダシテ
26 11 52 15 死ス しにヌ ─ス しス しス ─ヌ
26 11 52 16 埋ヌ うづみツ うづみヌ うづブ うづブ ─ミヌ
26 11 53 1 門 ─ かど もん かど かど
26 11 53 2 極ヲ きはめテ きはめヲ きはめテ きはめテ ─メテ
26 11 53 2 人気色 ─のけしき ひとげしき ひとのけしき ひとのけしき ─ノけしき
26 11 53 3 思ケレバ おぼえケレバ おぼえケレバ おもひケレバ おもひケレバ ─ヒケレバ
26 11 53 4 我家 わが─ わがや わがいへ わがいへ ─ガ─
26 11 53 7 吾 わが われ わが わが ─
26 11 53 7 悔 はぢ くい くい くい ─イ
26 11 53 10 出来ケル いできケル いできケル （虫来）むしきケル（虫来）むしきケル ─デ─ケル
26 11 53 12 有ナル ありナル あんナル あんナル あんナル ─ルナル
26 11 53 13 天皇 ── ── てんわう てんのう ──
26 11 53 15 夫婦 めをと めをうと めをうと めをうと めをうと
『今昔物語集』巻 26第 12話
26 12 54 3 得［題辞］ えたる うる うる うる ─ル
26 12 54 5 陰陽師 おんやうじ おんやうじ おむやうじ おむみやうじ おんやうじ
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26 12 54 5 吉凶 きちく きちくう きちくう きちくう ──
26 12 54 6 被奪ナン ばはれナム うばはれナン ばはれナン ばはれナン ─ハレナン
26 12 54 6 病事 やむ─ びゃうじ やむこと やむこと ─ム─
26 12 54 7 陰陽師 おんやうじ ── おむやうじ おむみやうじ ──
26 12 54 7 恐テ おそれテ おぢテ おそれテ おそれテ おぢテ
26 12 54 8 行宿テ ゆきやどりしテ ゆきやどりテ ゆきやどりテ ゆきやどりテ ─キ─リテ
26 12 54 9 海辺 ─のほとり うみべ うみべ うみべた ──
26 12 54 11 従者 ともの─ じゅうしゃ じゅうしゃ じゅうしゃ ──
26 12 54 11 浜辺 ─のほとり はまべ はまべ はまのほとり ──
26 12 54 12 海辺 ─のほとり ── うみべ うみべた ──
26 12 54 13 行ケルニ あるきケルニ ありきケルニ ありきケルニ ありきケルニ ありキケルニ
26 12 54 13 此彼 ここかしこ ここかしこ ここかしこ ここかしこ とかく
26 12 54 14 午 うまの うまの むまの むまの うまノ
26 12 55 1 周章テ （周）あわテ あわてテ あわてテ あわてテ あわテテ
26 12 55 2 不候ニ さぶらはぬニ さぶらはぬニ さむらはぬニ さぶらはぬニ ─ハヌニ
26 12 55 4 此許 かくばかり かばかり かばかり かばかり かクばかり
26 12 55 5 汝 ── ── なむぢ なむぢ なんぢ
26 12 55 5 不見ニヤ みえぬニヤ みぬニヤ みえぬニヤ みえぬニヤ ─エヌニヤ
26 12 55 7 起テ たちテ おきテ たちテ たちテ たチテ
26 12 55 7 物狂ハシキ ─くるハシキ ものぐるハシキ ものぐるハシキ ものぐるハシキ ─ハシキ
26 12 55 9 不候 さぶらはず さぶらはず さむらはず さぶらはず ─ハズ
26 12 55 10 怪 さとシケル さとしシケル さとシケル さとシケル （恠）さとシケル
26 12 55 10 忌 いめ いむ いめ いめ ─ム
26 12 55 10 浜辺 ─のほとり ── はまべ はまのほとり ──
26 12 56 3 来ニケリ きたりニケリ ─ニケリ きニケリ きニケリ ─タリニケリ
26 12 56 4 浜際 ─のきは はまぎは はまぎは はまぎは はまぎは
26 12 56 4 来ニタリ きたりニタリ ─ニタリ きニタリ きニタリ ─タリニタリ
26 12 56 7 何ゾ ─ゾ なにゾ なんゾ なんゾ ─ゾ
26 12 56 7 浜際 ─のきは はまぎは はまぎは はまぎは はまぎは
26 12 56 9 開テ ひらきテ あけテ ひらきテ ひらきテ ─キテ
26 12 56 9 小桶 ちひさきをけ こをけ ちひさきをけ ちひさきをけ こをけ
26 12 56 13 男子 なんし なんし をのこご をのこご をのこご
26 12 56 15 責タメン せめタメム せタメン せタメン せタメン せタメン
26 12 56 15 眷属 くえんぞく くゑんぞく くゑんぞく くゑんぞく くゑんぞく
26 12 56 16 三度 ── みたび さむど さむど みたび
26 12 56 16 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 12 57 1 嫌テ もどきテ きらひテ もどきテ もどきテ ─ヒテ
26 12 57 3 四五月 ── よつきいつつき しごぐわつ しごぐわつ ──
26 12 57 4 館 たち たち たち たち やかた









26 12 57 9 行ケル あるきケル ありきケル ありきケル ありきケル ありキケル
26 12 57 11 哀憐 ── あいれん あいれん あいれん あはれ（ビケレバ）
26 12 57 12 多ク おほく（ノ） ─ク おほク おほク ─ク
26 12 57 13 有様 ありし─ ── ありさま ありさま ──
26 12 57 14 前世 ぜんぜ ぜんぜ ぜんぜ ぜんせ ──
『今昔物語集』巻 26第 13話
26 13 58 3 兵衛佐［題辞］─ノ─ノ ひやうゑのすけ ひやうゑのすけ ひやうゑのすけ ─
26 13 58 3 見得［題辞］ みえたる みてうる みてうる みてうる ─ル
26 13 58 4 冠 かむり かうぶり かむり かむり かむり
26 13 58 4 長カリ ─カサ ─カリ なガサ なガサ ─カリ
26 13 58 4 世ノ上倭ノ ─ノ─ノ ─ノ─ノ よノあげをノ よノあげをノ ─ノ人─ノ
26 13 58 6 畠中 ─ノ─ はたけの─ はたけのなか はたけのなか はたなか
26 13 58 6 小家 ちひさき─ こいへ こいへ こいへ こいへ
26 13 58 7 小家 ちひさき─ ─ こいへ こいへ ─
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26 13 58 10 所ニ ─ニ ─ニ ところニ ところニ ─ニ土ヲ
26 13 58 11 何ゾノ なにゾノ なにゾノ なんゾノ なんゾノ ─ゾノ
26 13 58 13 其 そこの その その その ─ノ
26 13 58 15 嫗ハ おうなハ ─ハ おうなハ おうなハ おうなガ
26 13 58 16 憎ム にくムにくム にくム にくむにくム にくむにくム にくムにくム
26 13 59 2 思フテ おもヒテ ─フテ おもフテ おもひテ ─ヒテ
26 13 59 3 仕 つかまつる つかふ つかふ つかふ つかフ
26 13 59 3 辺 ほとり わたり ほとり わたり ほとり
26 13 59 4 借テ かりテ かりテ （備）そなへテ （備）そなへテ ─リテ
26 13 59 7 此許 かくばかり かばかり かばかり かばかり かクばかリ
26 13 59 7 御衣 ─ゾ おほむぞ おほむぞ おほむぞ おんぞ
26 13 59 9 打欠々々 うちかく─ うちかくうちかく うちかくうちかく うちかきうちかき ─チかキ─チ─キ
26 13 59 12 許 ばかり ばかり ばかり ばかり ノ（許なし）
26 13 59 12 其 ─ それ それ それ そコ
26 13 59 12 幾 いくばく いくばく いくばく いくばく いくら
26 13 59 16 辺 ほとり わたり ほとり わたり ほとり
26 13 60 1 飲ン のましム のまン のまン のまン ─マン
26 13 60 2 束 ─ つか そく そく ─
26 13 60 2 十束 ─ とつか じふそく じふそく ─
26 13 60 3 積 つみ つみ つみ つみ ─ム
26 13 60 4 縄手引 つなでひけ つなてひけ つなでひけ つなでひけ ─ケ
26 13 60 5 呑ツ のみつツ のみツ のみつツ のみつツ のミツツ
26 13 60 5 賀茂川尻 ─ノ─ かもがはじり かもがはじり かもがはじり かもがはじり
26 13 60 6 来ヌ きたりヌ きヌ きたりヌ きヌ きヌ
26 13 60 8 辺 ほとりの ほとりの ほとりの わたりの ─ノ
26 13 60 11 成タル なしタル なりタル なしタル なしタル ─リタル
26 13 60 11 此 ─ これ ここ ここ ─レ
26 13 60 13 是モ （此）─モ ─モ これモ （此）これモ （此）─レ
26 13 60 13 前世 ぜんぜ ぜんぜ ぜんぜ ぜんせ ぜんぜ
26 13 60 13 也 ─ ─ なり なり トヤ
『今昔物語集』巻 26第 14話
26 14 60 16 付［題辞］ つきし つきたる つきし つきし ─キシ
26 14 60 16 陸奥［題辞］ むつの みちのくの みちのおくの みちのおくの ─
26 14 61 1 陸奥 むつ みちのく みちのおく みちのおく みちのくの
26 14 61 3 妬シ ねたシ ねたシ ねたシ ねたシ ねたまシ
26 14 61 4 陸奥 むつ ── みちのおく みちのおく みちのく
26 14 61 5 厩 うまや うまや むまや むまや うまや
26 14 61 6 可仕 つかまつるべき つかふべき つかふべき つかふべき つかフベキ













26 14 61 8 京出 ─いでし きやういで きやういでし きやういでし ─デ
26 14 61 9 従者 ともの─ ── じゆしや じゆしや ──
26 14 61 11 閉ケル （閇）たてケル とぢケル たてケル たてケル ─ヂケル
26 14 61 12 此様 かくやう かやう かやう かやう かやう
26 14 61 13 何主 なにのぬし なにぬし なにのぬし なにのぬし なにノぬし
26 14 61 13 彼主 かのぬし かぬし かのぬし かのぬし ─ノ─
26 14 61 13 並ビ立テ ─ビたてテ ならビたちテ ならビたちテ ならビたちテ ─ビ─チテ
26 14 61 13 無テ （无）なくテ なくテ なキ なキ なクテ
26 14 61 14 主 あるじ あるじ ぬし あるじ ──
26 14 61 14 従者 ともの─ じゆうしや じゆしや じゆしや ─ノ─
26 14 61 15 従者共 ともの─ ── じゆしやども じゆしやども ──
26 14 61 15 入畢テ いれはてテ いりはてテ いれはてテ いれはてテ ─リはテテ
26 14 62 1 暫モ ─モ しばしモ しばらくモ しばらくモ しばシモ
26 14 62 3 従者共 ともの─ども ── じゆしやども じゆしやども ──
26 14 62 4 何ニ いどこニ いづこニ いどこニ いどこニ いどコニ
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26 14 62 4 従者共 ともの─ども じゆしやども じゆしやども ──
26 14 62 4 罵リ覆シテ のリかへシテ のリくつがへシテ のリかへシテ のリかへシテ のリかへシテ
26 14 62 5 何チモ いづチモ いづチモ いどこデモ いどこデモ いづチモ
26 14 62 5 遣リ着テ ─リつきテ やリつけテ やリつけテ やリつけテ やリ─キテ
26 14 62 5 己ガ おのガ おのガ おのれガ おのガ おのガ
26 14 62 6 白砂 しろきいさご しらいさご しろきいさご しろきいさご ──
26 14 62 6 方 はう かた かた かた ──
26 14 62 8 砂 いさご ── すな いさご ──
26 14 62 8 搔去テ かきさりテ かきのけテ かきのけテ かきのけテ ─キ─リテ
26 14 62 9 小瓶 ちひさきかめ こがめ ちひさきかめ ちひさきかめ こかめ
26 14 62 11 開テ くじりあけテ きさげあけテ くじりあけテ ゑりあけテ くじリあケテ
26 14 62 12 任 ── ── にむ にむ にん
26 14 62 13 従者共 ともの─ども ── じゆしやども じゆしやども ──
26 14 62 13 抜出テ ぬきいでテ ぬきいだしテ ぬきいでテ ぬきいでテ ─キ─デテ
26 14 62 13 立塞テ たちふさがりテ たちふさがりテ たちふさがりテ たちふさがりテ ─チふたガリテ
26 14 62 14 衣 ── きぬ ころも ころも ころも
26 14 62 14 従者共 ともの─ども ── じゆしやども じゆしやども ──
26 14 62 15 越後 ゑちご ゑちご ゑつご ゑつご ゑちごの
26 14 62 15 骸 しにかばね かばね かばね かばね かばね
26 14 62 16 坐ナレバ ますナレバ いますナレバ いますナレバ いますナレバ いまスナレバ
26 14 62 16 従者共 ともの─ども ── じゆしやども じゆしやども ──
26 14 63 1 何条 なんでふ なんでふ なんでう なんでう なんでう
26 14 63 1 候ハン ─ハム ─ハン さむらハン さぶらハン さぶらハン
26 14 63 4 然々 しか─ しかしか しかしか しかしか しかじか
26 14 63 5 陸奥 ── みちのく みちのおく みちのおく みちのく
26 14 63 6 候フ ─フ ─フ さむらフ さぶらフ ─フ
26 14 63 6 受領 じゅりゃう じゅりゃう じゅりゃう じゅりょう ずりやう
26 14 63 7 書立 かきたてに かきたて かきたてに かきたてに ─ニ
26 14 63 7 除ツレバ のぞきツレバ のけツレバ のぞきツレバ のぞきツレバ ─キツレバ
26 14 63 8 含タリケル ふふみタリケル ふくみタリケル ふくみタリケル ふくみタリケル ふくミタリケル






































26 14 63 9 不候デ さぶらはデ さぶらはデ さむらはデ さぶらはデ ─ハデ
26 14 63 11 然ル ─ル さル さル さル しかル
26 14 63 11 有ナレ ありナレ あんナレ あんナレ ありケレ ─ルナレ
26 14 63 12 候ラン さぶらふラム さぶらふラン さむらふラン さぶらふラン ─フラン
26 14 63 12 宿願 すくぐわん しくぐわん しくぐわん しくぐわん ──
26 14 63 14 何許 いくらばかり いかばかり いくらばかり いくらばかり いかばかり
26 14 63 14 方 はう かた かた かた はう
26 14 63 14 来ニタレバ きたりニタレバ ─ニタレバ きたりニタレバ きニタレバ ─タリニタレバ
26 14 63 15 七八十両許 ─ばかり ─ばかり しちはちじふりやうばかり
しちはちじふり
やうばかり ─れうばかり
26 14 63 16 願 ねがひ ぐわん ぐわん ぐわん ねがひ







26 14 64 1 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 14 64 2 従者共 ともの─ども ── じゆしやども じゆしやども ──
26 14 64 2 鑭メテ きらメテ きらメテ きらメテ きらメテ きらめキテ
26 14 64 3 テ くじりテ ささげテ くじりテ ゑりテ くじリテ
26 14 64 3 開テ ひらきテ あけテ ひらきテ ひらきテ ─キテ
26 14 64 3 小瓶 ちひさきかめ こがめ ちひさきかめ ちひさきかめ こかめ
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26 14 64 6 任 ── ── にむ にむ にん
26 14 64 7 持タリケレバ もタリケレバ もちタリケレバ もちタリケレバ もちタリケレバ もタリケレバ
26 14 64 7 内舎人 うどねり うとねり うどねり うどねり うどねり
26 14 64 7 便々シクテ つきづきシクテ びびシクテ つきづきシクテ つきづきシクテ つきづきシクテ
26 14 64 8 仕リケル つかまつリケル つかまつリケル つかまつリケル つかうまつリケル つかまつリケル
26 14 64 10 可仕 つかまつるべき つかまつるべき つかまつるべき つかうまつるべき つかまつルベキ







26 14 64 15 不悪マジキ にくむマジキ あしかるマジキ にくむマジキ にくむマジキ にくムマジキ
『今昔物語集』巻 26第 15話
26 15 65 3 掘（題辞） ほりたる ほる ほる ほる ─ル
26 15 65 5 鉄 てつ くろがね くろがね くろがね くろがね
26 15 65 5 鉄 くろがね あらかね あらかね あらかね あらがね
26 15 65 10 候フ ─フ さぶらフ さむらフ さぶらフ ─フ
26 15 65 10 候 さぶらふ さぶらふ さむらふ さぶらふ ─フ
26 15 65 10 候シ さぶらひシ ─シ さむらひシ さぶらひシ ─ヒシ
26 15 65 10 己ガドチ おのガドチ おのガドチ おのれガドチ おのれガドチ おのガドチ
26 15 65 11 候シ さぶらひシ さぶらひシ さむらひシ さぶらひシ ─ヒシ
26 15 65 11 候ナレ さぶらふナレ ─ナレ さむらふナレ さぶらふナレ ─フナレ
26 15 65 11 然ラバ さラバ さラバ しかラバ さラバ さラバ
26 15 65 11 然 しか さ しか しか しか
26 15 65 11
見エケム可行
ニ 見エケム可行ニ 見エケム可行ニ 見エケム可行ニ 見エケム可行ニ
見エケム所ニ行
キテ
26 15 65 12 来ナンヤ きたりナムヤ きナンヤ きたりナンヤ きナンヤ ─ナンヤ
26 15 65 12 何物カ いかなる─カ いかなる─カ なにものカ なにものカ ──カ
26 15 65 13 候ハジ ─ハジ ─ハジ さむらハジ さぶらハジ ─ハジ
26 15 65 13 小船 ちひさき─ ── こぶね こぶね ──
26 15 65 13 若ヤト もしカト もしヤト もしカト もしカト ─シヤト
26 15 65 13 候ハン ─ハム ─ハン さむらハン さぶらハン ─ハン
26 15 65 14 可食 くらふべき くふべき くふべき くふべき ─フベキ









26 15 65 16 打忘レタル うち─レタル うちわすレタル うちわすれシタル うちわすれシタル うち─レタル
26 15 65 16 出来テ いできたりテ いできテ いできたりテ いできテ ─デ─テ
26 15 66 1 人伝ニハ ─つてニハ ひとづてニハ ひとつてニハ ひとつてニハ ひとづてニハ
26 15 66 2 上ス ─ニ ─ス うへニ うへニ ─ニ
26 15 66 5 行方 ゆきがた ゆきかた ゆきがた ゆきがた ゆきかた
26 15 66 5 有所 ありどころ ありどころ あるところ あるところ ありどころ
『今昔物語集』巻 26第 16話
26 16 66 11 従者 ともの─ じゆうしや じゆしや じゆしや ─
26 16 66 13 近来 このごろ このごろ このごろ このごろ ちかごろ
26 16 66 14 任 ─ ─ にむ にむ にん
26 16 66 15 唐人 ─の─ たうじん たうにん たうにん たうにん
26 16 67 4 仕ケル つかまつり─ つかひ─ つかまつり─ つかへ─ つかヒケル
26 16 67 6 舎人男 とねりの─ とねりをのこ とねりをのこ とねりをのこ とねりをのこ
26 16 67 7 舎人男 とねりの─ ─ とねりをのこ とねりをのこ ─
26 16 67 9 彼方 かなた ─ （波方）はかた （波方）はかた （波方）はかた
26 16 67 10 唐人 たうの─ たうじん たうにん たうにん ─
26 16 67 10 借タリ かり─ かり─ かし─ かし─ かシタリ
26 16 67 11 唐人 たうの─ たうじん たうにん たうにん たうにん
26 16 67 12 取出テ とりいで─ とりいで─ とりいだし─ とりいだし─ ─リ─ダシテ
26 16 67 12 唐人 たうの─ ─ たうにん たうにん ─
26 16 67 12 裏 うち（裡） うら うら うち うら
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26 16 67 14 舎人男 とねりの─ ─ とねりをのこ とねりをのこ ─
26 16 67 14 唐人 たうの─ ─ たうにん たうにん ─
26 16 67 14 舎人男 とねりの─ ─ とねりをのこ とねりをのこ ─
26 16 67 15 唐人 たうの─ ─ たうにん たうにん ─
26 16 67 16 舎人男 とねりの─ ─ とねりをのこ とねりをのこ ─
26 16 67 16 唐人 たうの─ ─ たうにん たうにん ─
26 16 68 2 御従者 ─ともの─ ごじゆうしや おほむじゆしや おほむじゆしや ─
26 16 68 2 有也 ある─ あんなり あんなり あんなり ─ルナリ
26 16 68 3 有也 あり─ あんなり あんなり あんなり ─ルナリ
26 16 68 3 唐人 たうの─ ─ たうにん たうにん ─
26 16 68 3 此 この この かく かく ─の
26 16 68 4 舎人男 とねりの─ ─ とねりをのこ とねりをのこ ─
26 16 68 4 引出タレバ ひきいで─ ひきいで─ ひきいで─ ひきいだし─ ひきいデタレバ
26 16 68 5 持タル も─ もち─ もち─ もち─ ─
26 16 68 5 候フ ─ さぶら─ さむら─ さぶら─ ─
26 16 68 5 取出タル とりいで─ とりいで─ とりいで─ とりいで─ ─リ─ダシタル
26 16 68 8 出来テ いできたり─ いでき─ いできたり─ いでき─ ─デ─タリテ
26 16 68 9 何ニモ いか─ いか─ な─ な─ いか─
26 16 68 10 現ニ あらは─ げ─ あらはニ あらはニ げ─
26 16 68 12 出来ケリ いでき─ いできたり─ いできたり─ いでき─ ─デ─タリケリ
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26 17 68 15 若 わかカリシ わかき わかき わかき わかキ
26 17 68 15 行 ゆきたる ゆく ゆく ゆく ゆク
26 17 69 2 越前国 ゑちぜんの─ ゑちぜんのくに ゑつぜんのくに ゑつぜんのくに ゑちぜんノくに
26 17 69 5 食ケル くらひケル くひケル くひケル くひケル ─ヒケル
26 17 69 6 五位 ─の ごゐ ごゐの ごゐの ─の
26 17 69 7 暑預粥 いもがゆ いもかゆ いもがゆ いもがゆ いもがゆ
26 17 69 7 飲テ のみテ すすりテ のみテ のみテ ─ミテ
26 17 69 9〔云テ〕 いひテ 〔いひテ〕 × いひテ ─ヒテ
26 17 69 11 曹司 ざうし ざうし ざうし さうじ ざうし
26 17 69 12 辺〔ニ〕 ほとりニ わたり〔ニ〕 ほとりに わたりに ほとりニ
26 17 69 13 痒カリテ かゆガリテ かゆカリテ かゆカリテ かゆカリテ かゆガリテ
26 17 69 13 侍ラネ」ト ×（無し） ─ラネ」ト はべラネ」ト はべラネ」ト □（欠字）
26 17 69 14 云ヘバ ×（無し） ─ヘバ いヘバ いヘバ □（欠字）
26 17 69 14 薄綿 うすき─ うすわた うすわた うすわた ─
26 17 69 15 許 ばかりニ ばかり ばかり ばかりニ ばかりニ
26 17 69 15 青鈍 あをにぶ あをにぶ あをにび あをにび あをにぶ
26 17 69 16 鼻高ナル ─たかナル ─だかナル はなたかナル はなたかナル ─ナル
26 17 69 16 鼻崎 ─のさき はなさき はなのさき はなのさき はなさき
26 17 69 16 赤ニテ ─ミテ ─ニテ あからかニテ あからかニテ ─ミテ
26 17 70 1 見エ ─ヱ（エ） ─エ みエ みエ ─ユ
26 17 70 3 小童 ちひさきわらは こわらは こわらは こわらは ─
26 17 70 3 舎人男 とねりの─ とねりをのこ とねりをのこ とねりをのこ とねりをのこ
26 17 70 4 何コ いどコ いづコ いどコ いどコ いづコ
26 17 70 6 然ハ さらバ さハ さハ さハ さハ
26 17 70 7 涌タリケル わかしタリケル わかしタリケル わかしタリケル わかしタリケル わキタリケル
26 17 70 7 物狂ハシク ─くるハシク ものぐるハシク ものぐるハシク ものぐるハシク ──ハシク
26 17 70 8 経営ス ─ス けいえいス けいめいス けいめいス けいめいス













26 17 70 11 遠道 とほき─ とほみち とほきみち とほきみち とほみち
26 17 70 12 食ツレバ くらひツレバ くひツレバ くひツレバ くひツレバ ─ヒツレバ
26 17 70 15 不逃遁 にげのがれざる にげのがれぬ にげのがれざる にげのがれざる ─げのがレザル
26 17 71 3 客人 まらふと まらうと まらうど まらうど まらうど
26 17 71 3 辺 ほとり わたり ほとり わたり ほとり
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26 17 71 5 御覧ゼヨ ─ゼヨ ごらんゼヨ ごらむゼヨ ごらむゼヨ ─
26 17 71 6 前 ─ニ さき まへ まへ ─
26 17 71 8 朝 つとめて あした あした あした あした
26 17 71 8 凝テ よりテ こりテ こりテ こりテ こリテ
26 17 71 9 何ニカ いかニカ なにニカ なにニカ なにニカ ─ニカ
26 17 71 9 着テ つきテ つきテ ─キテ ─キ ─キテ
26 17 71 10 詣来ニタリ まうで─ニタリ もうできニタリ まうできニタリ まうできニタリ ─デニタリ
26 17 71 10 近ニ ちかニ ちかニ ちかくニ ちかくニ ちかニ
26 17 71 11 実 まことに まこと まことに まことに ─に
26 17 71 12 何事 いかなる─ ── なにごと なにごと ──
26 17 71 12 来タルニ きたりタルニ ─タルニ きタルニ きタルニ ─タルニ
26 17 71 12 候フ ─フ ─フ さむらフ さぶらフ ─フ
26 17 71 13 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 17 71 13 辺 ほとり ほとり ほとり わたり ─
26 17 71 13 食フ くらフ ─フ くフ くフ ─フ
26 17 71 14 夜前 ─ よべ やぜん やぜん やぜん
26 17 71 14 希有ノコトコソ めづらしフコソ けうノコトコソ けうノことコソ けうノことコソ けうノことコソ
26 17 71 14 候シ さぶらひシ ─シ さむらひシ さぶらひシ ─ヒシ
26 17 71 15 何事 いかなる─ ── なにごと なにごと ──
26 17 71 15 戌時 いぬの─ いぬのとき いぬのときうぢ いぬのとき いぬノとき
26 17 71 16 候ヒシ ─ヒシ ─ヒシ さむらヒシ さぶらヒシ ─ヒシ
26 17 72 1 不候 さぶらはず さぶらはず さむらはず さぶらはず ─はず

















26 17 72 3 云ン いはム いはン いはン いはン ─ハム
26 17 72 3 客人 まらふと ── まらうど まらうど ──
26 17 72 4 辺リ ほとリ わたリ ほとリ わたリ ─
26 17 72 5 被仰ツ〔ル〕 おほせられツル お ほ せ ら れ ツ〔ル〕 おほせられツル おほせられツル ─セラレツル
26 17 72 6 候ヌ さぶらはヌ さぶらはヌ さむらはヌ さぶらはヌ ─ハヌ
26 17 72 6 候ツレバ さぶらひツレバ さぶらひツレバ さむらひツレバ さぶらひツレバ ─ヒツレバ
26 17 72 7 例様 れいのやう れいざま れいのやう れいのやう れいノやう
26 17 72 9 食畢テ くひをはりテ くひはてテ くひはてテ くひをはりテ ─ヒはテテ
26 17 72 9 暗々ニ くら─ニ くらぐらニ くれくれニ くらくらニ くれくれニ
26 17 72 12 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 17 72 15 食喰 じきはみ ものくひ じきくらひ じきくらひ じきくらヒ
26 17 72 15 出来テ いできたりテ いできたりテ いできたりテ いできテ ─デ─テ
26 17 72 15 給セテ ─ヒテ ─セテ たまはセテ たまはセテ ─ヒテ
26 17 72 16 物狂ハシキ ─くるハシキ ものぐるハシキ ものくるハシキ ものくるハシキ ──ハシキ
26 17 72 16 打咲テ うちゑみテ うちわらひテ うちゑみテ うちゑみテ うちゑミテ
26 17 73 1 詣来テ まうできたりテ まうできテ まうできたりテ まうできたりテ ─デ─タリテ
26 17 73 1 告候ヒケル つげ─ヒケル つげ─ヒケル つげさむらヒケル つげさぶらヒケル ─ゲ─ヒケル
26 17 73 1 咲テ ゑみテ わらひテ ゑみテ ゑみテ ─ミテ
26 17 73 2 此 この この ここに ここに ─ノ
26 17 73 3 候 さぶらふ さぶらふ さむらふ さぶらふ ─フ
26 17 73 5 涌タリ わかしタリ わかしタリ わかしタリ わかしタリ わキタリ
26 17 73 5 謀出テ たばかりいでテ はかりいでテ たばかりいでテ たばかりいでテ はかリ─デテ
26 17 73 8 所 ─モ ─ ところ ところ ─モ
26 17 73 8 来ニタレバ いできニタレバ ─ニタレバ きニタレバ きニタレバ ─デ─ニタレバ
26 17 73 10 女声 ─のこゑ をむなごゑ をむなごゑ をむなごゑ をんなごゑ
26 17 73 12 辺 ほとり わたり ほとり あたり ほとり
26 17 73 12 明旦 あくるあした みやうたん あくるあした あくるあした あくるあした
26 17 73 13 暑預 やまのいも やまのいも いも いも いも
26 17 73 14 暁 あけぬ あかつき あかつき あかつき あかつき
26 17 73 15 長莚 ながきむしろ ながむしろ ながきむしろ ながきむしろ ─
26 17 73 15 下衆男 げすの─ げすをのこ げすをのこ げすをのこ げすをとこ
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26 17 73 16 去ヌ さりヌ いヌ さりヌ さりヌ ─リヌ
26 17 73 16 持来ツゝ もてきたりツゝ もてきツゝ もてきたりツゝ もてきツゝ ─テ─ツツ
26 17 74 1 暑預 やまのいも ── いも いも ──
26 17 74 1 持来テ もてきたリテ もてきテ もてきたりテ もてきテ ─テ─タリテ
26 17 74 2 夜前 ─ よべ やぜん やぜん ─
26 17 74 2 早フ ─フ（ウ） はやう はやフ はやフ ─フ
26 17 74 2 辺 ほとり わたり ほとり あたり ─
26 17 74 3 有 ある あり ある ある ─ル
26 17 74 3 持来ル もてきたル もてくル もてきたル もてきたル ─テ─タル
26 17 74 4 去タル さりタル のきタル さりタル さりタル ─リタル
26 17 74 4 従者〔共〕 ともの─ども ─ じゆしや じゆしや ─









26 17 74 5 掻持来テ かきもてきたりテ かきもてきテ かきもてきたりテ かきもてきテ ─き─て─テ
26 17 74 5 居ヘ渡シツゝ すへ（ゑ）─シツゝ すゑ─シツゝ すへわたシツゝ すへわたシツゝ すヱ─シツ
26 17 74 7 持来テ もてきたりテ もてきテ もてきたりテ もてきテ ─テ─タリテ
26 17 74 7 釜共 かなへども ─ かなへども かまども ─
26 17 74 7 何ゾノ なにゾノ なにゾノ なんゾノ なんゾノ ─ゾノ
26 17 74 8 見 みし みる みし みし ─ル
26 17 74 8 出来テ いできたりテ いできテ いできたりテ いできテ ─デ─タリテ
26 17 74 8 袂 そで たもと そで たもと たもと
26 17 74 9 暑預 やまのいも ─ いも いも ─
26 17 74 9 暑預粥 いもがゆ いもかゆ いもがゆ いもがゆ いもがゆ
26 17 74 11 斗納 ─なは となふ となは となは となふ
26 17 74 12 持来タル もてきたりタル もてきタル もてきたりタル もてきたりタル ─テ─タリタル
26 17 74 13 客人 まらふと まらうと まらうど まらうど まらうど
26 17 74 14 檐 のきに のき のきに のきに のきニ
26 17 74 15 見参 げんざん げんざん げんざむ げんざむ げんざん
26 17 74 15 去ニケリ さりニケリ さりニケリ さりニケリ いニケリ ─リニケリ
26 17 75 2 牛 ─ ─ もの もの ─
26 17 75 3 付デ つきテ つけテ つきテ つきテ ─キテ
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26 18 75 13 発テ おこし─ おこり─ おこり─ おこり─ おこリテ
26 18 75 14 消ヌレバ けし─ きえ─ けし─ けし─ ─エヌレバ
26 18 76 1 糸惜ケレバ いとほし─ いとをし─ いとほし─ いとほし─ いとをシケレバ
26 18 76 5 受領 じゆりやう じゆりやう じゆりやう じゆりやう ずりやう
26 18 76 6 辺 ほとり わたり ほとり わたり ほとり
26 18 76 8 轡 くつわ くつわ くつわ くつわ くつばみ
26 18 76 8 追持 おひもて おひもて おひもて おひもて ─ヒ（将）いテ
26 18 76 10 肝心 （肝・心）きも・むね きもこころ きもこころ きもこころ きもこころ
26 18 76 12 後 しりへ しり しりへ しりへ しりへ
26 18 76 14 山中 ─の─ ─ やまなか やまなか ─
26 18 76 15 大ナル おほき─ おほき─ おほき─ おほい─ ─キナル
26 18 76 15 釜 かなへ かま かなへ かま かなへ
26 18 76 15 居并テ すゑなめ─ すゑならべ─ すゑならべ─ すゑならべ─ すヱならベテ
26 18 76 16 帯タリ おび─ はき─ おび─ おび─ ─ビタリ
26 18 77 5 十月 ─ ─ かむなづき かむなづき かんなづき
26 18 77 5 来テ きたり─ き─ きたり─ きたり─ ─タリテ
26 18 77 8 居并テ ゐなみ─ ゐならび─ ゐなみテ ゐなみテ ゐなミテ
26 18 77 9 経営ス ─ けいえい─ けいめい─ けいめい─ けいめい─
26 18 77 9 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 18 77 10 黒柿 ─ くろかき くろがき くろがい ─
26 18 77 11 食ツ くらひ─ くひ─ くひ─ くひ─ ─フ
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26 18 77 11 食畢テ くらひをはり─ くひはて─ くひはて─ くひをはり─ ─ヒはテテ
26 18 77 12 旅道 ─の─ たびぢ たびのみち たびのみち ─ノ─
26 18 77 12 湯浴 ─あび ─あみ ゆあみ ゆあみ ─あミ
26 18 77 13 浴畢テ あみをはり─ あみはて─ あみはて─ あみをはり─ ─ミはテテ
26 18 77 13 来テ きたり─ き─ きたり─ きたり─ ─タリテ
26 18 77 15 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 18 77 15 令食 くらはしむ くはしむ くはしむ くはしむ ─ハシム
26 18 77 15 午未 うまひつじ うまひつじ むまひつじ むまひつじ うまひつじ
26 18 77 16 食畢テ くらひをはり─ ─ くひはて─ くひをはり─ ─ヒ─テ
26 18 78 1 御サジ おはしま─ おは─ おはしま─ おはしま─ おは─
26 18 78 3 従者 ともの─ ─ じゆしや じゆしや ─
26 18 78 3 主 あるじ あるじ あるじ あるじ しゆう
26 18 78 4 谷様 ─ たにざま たにざま たにざま たにさま
26 18 78 5 将奉テ ゐてたてまつり─ ゐてたてまつり─ ゐてたてまつり─ ゐてたてまつり─ ゐ─リヌ
26 18 78 5 有メレ ある─ あん─ ある─ ある─ ─ルメレ
26 18 78 5 従者 ともの─ ─ じゆしや じゆしや ─
26 18 78 7 妻子 ─ めこ さいし めこ めこ
26 18 78 9 其 ─ そこ それ それ ─レ
26 18 78 10 五条辺 ─のほとり ごでうわたり ごでうのほとり とでうのわたり ─ノほとり
26 18 78 11 負セテ おほ─ おほ─ おは─ おは─ おハセテ
26 18 78 12 門脇 ─のわき かどわき かどのわき かどのわき かどわき
26 18 78 12 負セ おほ─ おほ─ おは─ おは─ おハセ
26 18 78 15 来タル き─ ─ き─ き─ きタリタル
26 18 78 16 一家 いつけ ひといへ いつけ いつけ ─
26 18 78 16 妻子 ─ ─ さいし さいし めこ
26 18 79 2 美八丈 うるはしの─ ─ みのはちぢやう みのはちぢやう みの─
26 18 79 2 入タリ いれ─ いり─ いり─ いり─ ─リタリ
26 18 79 2 細布 さいみのぬの ほそぬの さいみのぬの ほそぬの ほそぬの
26 18 79 3 入タリ いれ─ ─ いり─ いり─ ─リタリ
26 18 79 3 立文 たてふみ たてぶみ たてふみ たてふみ たてぶみ
26 18 79 3 仮名 かな ─ かんな かんな かんな
26 18 79 5 方 はう かた かた かた ─
26 18 79 10 妻子 ─ ─ さいし めこ ─
26 18 79 11 此 この この かく かく ─ノ
26 18 79 12 不思懸 おもひかけず おもひかけぬ おもひかけず おもひかけず ─ヒ─ケズ
26 18 79 13 可量 （置）おくべき はからふべき （量）はかるべき（量）はかるべき（置）─クベキ
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26 19 80 3 東下［題辞］ ─ニ─リシ あづまにくだる あづまにくだる あづまにくだる あづまくだり
26 19 80 3 値［題辞］ あへる あふ あふ あふ あフ
26 19 80 4 何レノ いづレノ いづレノ いづレ いづレ いづレノ
26 19 80 4 不知 しらぬ しらず しらぬ しらぬ ─ラズ
26 19 80 5 小家 ちひさき─ こいへ こいへ こいへ ─
26 19 80 5 大キヤカデ ─キヤカニ ─キヤカデ おほキヤカデ おほキヤカデ ─キヤカニ
26 19 80 6 宿シ やどりシ やどシ やどシ やどシ ─シ
26 19 80 7 家主 ─ノあるじ いへあるじ いへあるじ いへあるじ いへあるじ
26 19 80 7 出来テ いできたりテ いできテ いできたりテ いできたりテ ─デ─タリテ
26 19 80 8 客人 まらふと まらうと まらうど まらうど まらうど
26 19 80 8 厩 うまや うまや むまや むまや うまや
26 19 80 8 従者 ともの─ ─ じゆしや じゆしや ─
26 19 80 8 可然 しかるべき さるべき しかるべき しかるべき しかルベキ
26 19 80 9 居ツレバ すヱツレバ ─ツレバ ゐツレバ ゐツレバ すエツレバ
26 19 80 11 女主 ─ノあるじ ─ をむなあるじ をむなあるじ をんなあるじ
26 19 80 12 懐妊 ─ くわいにん くわいにむ くわいにむ くわいにん
26 19 80 13 産レナバ うまレナバ うまレナバ むまやレナバ むまレナバ ─マレナバ
26 19 80 14 宿人 ─ ─ やどりひと やどりひと ─リタル─
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26 19 80 14 何カ いかガ なにカ なにカ なにカ ─カ
26 19 80 16 一切 ひとしきり ひときれ ひとしきり ひとしきり ひときれ
26 19 80 16 産ツル うみツル うまれツル うみツル うみツル ─ミツル
26 19 80 16 宿人 やどりシ─ やどりびと やどりうど やどりうど やどりびと
26 19 81 3 否不見 えみえず えみず えみえず えみえず え─エズ
26 19 81 4 出ヌ いでヌ いでヌ いでヌ でヌ ─デヌ
26 19 81 6 宿ヌ やどりしヌ やどりヌ やどりヌ やどりヌ ─リヌ
26 19 81 6 前ヨリ さきヨリ さきヨリ まへヨリ さきヨリ まへヨリ
26 19 81 7 宿人 やどりし─ ─ やどりうど やどりうど ─
26 19 81 8 産レ うまレ ─レ むまレ むまレ ─マレ
26 19 81 8 男カ女 ─カ─カ ─カ─ をとこカをむなか をとこカをむなか ─カ─カ
26 19 81 9 男子 なんし をのこご をのこご をのこご をのこご
26 19 81 10 其月 それの─ その─ それのつき それのつき ─レノ─
26 19 81 11 宿人 やどりし─ ─ やどりうど やどりうど ─
26 19 81 12 然ハ されバ さハ さハ さハ さハ
26 19 81 13 然々 しかしか しかじか しかしか しかしか しかじか
26 19 81 13 何事 いかなる─ ─ なにごと なにごと ─
26 19 81 14 然ハ されバ さハ さハ さハ さハ
26 19 81 14 侍ケル はべりケル はべりケル はべりケル （伝）つたへケル ─リケル
26 19 81 15 宿人 やどりし─ ─ やどりうど やどりうど やどりびと
26 19 81 16 前世 ぜんぜ ぜんぜ ぜんぜ ぜんせ ぜんぜ
26 19 81 16 産ルル うまルル ─ルル むまルル むまルル ─マルル
26 19 82 1 前世 ぜんぜ ─ ぜんぜ ぜんせ ─
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26 20 82 5 小女 ─サキ─ こをむな こをむな こをむな こをんな
26 20 82 5 死 ─ニタル しぬる しぬる しぬる ─ヌル
26 20 82 11 経ル へたル ふル ふル ふル ふル
26 20 82 14 然レバ ─レバ ─レバ しかレバ さレバ さレバ
26 20 83 2 遺タリ つかはしタリ やりタリ やりタリ やりタリ やリタリ
26 20 83 4 咋違ナム くひたがひてナム くひちがひてナム くひたがひてナム くひたがひてナム ─ヒたがヒテナム
26 20 83 5 其ニ （共）─ニ そこニ （共）ともニ （共）ともニ （共）─ニ
26 20 83 6 此世ノミノ この─ノミノ この─ノミノ このよノミデ このよノミデ ─ノ─ノミノ
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26 21 83 9 秡［題辞］ はらひして はらへして はらへして はらへして はらヒテ
26 21 83 9 死［題辞］ しにたる しぬる しぬる しぬる ─ヌル
26 21 83 11 鹿 ─ ─ しか しか しし
26 21 83 13 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 21 83 13 持テ もテ もちテ もちテ もちテ ─チテ
26 21 83 16 女主 ─のあるじ をむなあるじ をむなあるじ をむなあるじ をんなあるじ
26 21 83 16 供養スルニ くやうスルニ ──スルニ くやうスルニ くやうズルニ ──スルニ
26 21 84 1 道 だう ─ みち みち ─
26 21 84 2 女主 ─のあるじ ── をむなあるじ をむなあるじ ──
26 21 84 3 陰陽 おんやう おんやう おむやう おむみやう おんやう
26 21 84 3 方 はう ─ かた かた かた
26 21 84 3 祭シテハ ─シテハ ─シテハ まつりシテバ まつりシテバ ─シテバ
26 21 84 5 夫妻 めをと めをうと めをうと めをうと めをうと
26 21 84 7 白米 しろきよね しらげよね しろきよね しろきこめ ──
26 21 84 7 然バ さらバ さらバ さハ さハ さハ
26 21 84 8 留ヌ とどまりヌ とどまりヌ とどまりヌ とどまりテ ─マリテ
26 21 84 12 御洗米 ─あらひよね ─あらひよね おほむあらひよね おほむあらひこめ ─あらひよね
26 21 84 12 調ヘ居テ ─へすゑテ ととのヘすゑテ ととのへゐテ ととのヘすゑテ ─ヘすヱテ
26 21 84 12 祭畢ツ まつりはてツ まつりはてツ まつりはツ まつりをはりツ ─はテツ
26 21 84 14 見ニ みるニ みるニ みるニ みるニ ─テ
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26 21 84 15 知ズ しりヌ しらズ しらズ しりヌ ─リヌ
26 21 84 15 本意 ── ── ほんい ほんに ──
26 21 85 1 方 はう かた かた かた ─
26 21 85 3 可然 しかるべき さるべき しかるべき しかるべき しかルベキ
26 21 85 4 動ケル はたらきケル はたらきケル うごきケル うごきケル はたらキケル
26 21 85 4 立留テ たちとどまりテ たちとまりテ たちとどまりテ たちとどまりテ ─チ─マリテ
26 21 85 5〔□〕雁箭 〔□〕かりや 〔□〕がりや 〔□〕がりや 〔□〕がりや 〔□〕かりや
26 21 85 5 動ク はたらク ─ク うごク うごク ─ク
26 21 85 9 此ハ ─ハ こハ これハ これハ ─ハ
26 21 85 9 何ナリツル いかナリツル いかナリツル いかナナリツル いかナリツル いかナリツル
26 21 85 10 御幣 みてぐら みてぐら おほむみてぐら おほむみてぐら みてぐら
26 21 85 10 御供 ─そなへ ごく おほむそなへ おほむそなへ おんそなへ
26 21 85 11 引棄テ ひきすてテ ひきすテ ひきすテ ひきすテ ─キ─テテ
26 21 85 12 宿業 すくごふ しくごふ しくごふ しくごふ すくごふ




26 22 86 3 被殺［題辞］ ころされたる ころさるる ころさるる ころさるる ─サルル
26 22 86 4 行 おこなひ ありき おこなひ おこなひ ─キ
26 22 86 5 可然 しかるべき さるべき しかるべき しかるべき しかルベキ
26 22 86 6 歩行 かちあるき かちあるき かちありき かちありき かちありき
26 22 86 7 小屋 ちひさき─ こいへ こいへ こいへ こいへ
26 22 86 9 然々 しかしか しかしか しかしか しかしか しかじか
26 22 86 9 女主 ─のあるじ をむなあるじ をむなあるじ をむなあるじ をんなあるじ
26 22 86 10 客人 まらふと まらうと まらうど まらうど まらうど
26 22 86 11 冒被テ おほひかつぎテ ぼうかぶりテ かぶりかつぎテ かぶりかつぎテ かぶりかつギテ
26 22 86 12 持タリ もタリ もタリ もちタリ もちタリ ─タリ
26 22 86 13 外 よそ ほか と と ほか
26 22 86 14 大路 おほぢ おほち おほぢ おほぢ ──
26 22 86 15 悪気 あしげ あしげ あしげ あしげ にくげ
26 22 86 15 入来 いりきたル いりくる いりきたル いりきたル ─リ─タル
26 22 86 15 此 ─ かく かく かく ─レ
26 22 86 16 向殿 むかひのとの むかひどの むかひのとの むかひのとの むかひどの
26 22 87 2 仰様 のけ─ のけざま のけざま のけざま のけさま
26 22 87 3 益 かひ やく やく やく ─
26 22 87 3 小童 ちひさきわらは こわらは こわらは こわらは こわらは
26 22 87 6 問テ ─テ ─テ とはれテ とはれテ ─セラレテ
26 22 87 8 三人 ── ── さむにん みたり ──
26 22 87 8 宿報 すくほう しくほう しくほう しくほう すくほう
26 22 87 10 小屋 ちひさき─ こいへ こいへ こいへ こいへ
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26 23 87 14 被打殺［題辞］うちころされたる うちころさるる うちころさるる うちころさるる ─チ─サルル
26 23 87 16 猛クテ ─クシテ たけクテ たけクテ たけクテ たけクシテ
26 23 87 16 弓箭 きうせん ゆみや きうぜん きうぜん きゅうぜん
26 23 87 16 過ケル すぎケル すぎケル すぎケル すぎケル ─グシケル
26 23 88 1 論・戦ヒ （論戦）あらそヒ ろん・たたかヒ （論戦）あらそヒ（論戦）あらそヒ（論戦）あらそひ
26 23 88 2 武者 むしゃ むさ むしゃ むしゃ ──
26 23 88 2 一トヒヲ ひト（匕）かひヲ ひとトヒヲ ひトビヲ ひトビヲ ─トヒヲ
26 23 88 3 結 むすび ゆひ むすび むすび むすび
26 23 88 5 包丁刀 はうちやう─ はうちやうがたな はうちやうかたな はうちやうかたな はうちやうがたな
26 23 88 7 辞ケル いなびケル いなびケル じしケル じしケル いなビケル
26 23 88 8 酒 ─ ─ さけ （滴）あまつび ─
26 23 88 8 家主 ─のあるじ いへあるじ いへあるじ いへあるじ いへあるじ
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26 23 88 8 辞ス ─ス じス じス じス ─ブ
26 23 88 9 否不辞得 いなびえず いなびえず えじしえず えじしえず え─ビ─ズ
26 23 88 10 杵 き きね き き き
26 23 88 11 上テ のぼりテ あがりテ のぼりテ のぼりテ のぼリテ
26 23 88 13 仰様 のけ─ のけざま のけざま のけざま のけさま
26 23 88 14 家主 ─のあるじ ─ いへあるじ いへあるじ ─
『今昔物語集』巻 26第 24話
26 24 89 4 射［題辞］ いたれども いるに いるに いるに ─ルニ
26 24 89 4 当［題辞］ あたらずして あたらず あたらずして あたらずして ─ラズシテ
26 24 89 4 存［題辞］ そんしたる ながらふる そんする そんする ─スル
26 24 89 6 過ケル すぐしケル すぎケル すぐしケル すぐしケル ─グシケル
26 24 89 8 短 ひま すき すき すき すき
26 24 89 8 此 ころほひ ころ ころほひ ころほひ ころ
26 24 89 10 目差ストモ ──ストモ めさストモ めざストモ めざストモ ──ストモ
26 24 89 10 弓箭 きうせん ゆみや きうぜん きうぜん きゆうぜん
26 24 89 10 持テ もテ もちテ もちテ もちテ ─チテ
26 24 89 11 門 ─ ─ もん かど ─
26 24 89 13 シ畢テ シをはりテ シはてテ シはてテ シをはりテ シはテテ
26 24 89 13 侍ケルニ （待）まちケルニ ─ケルニ （待）まちケルニ（待）まちケルニ（待）─チケルニ
26 24 89 14 シ畢テ シをはりテ シ─テ シはてテ シをはりテ シ─テテ
26 24 89 14 小男 ちひさき─ こをのこ こをとこ こをとこ ──
26 24 89 15 弓箭 きうせん ── きうぜん きうぜん ──
26 24 89 15 道 だう ─ みち みち ─
26 24 89 15 放ム はなさム はなたム はなさム はなさム はなサム
26 24 90 1 外様 よそ─ ほかざま ほかざま ほかざま ほかさま
26 24 90 3 外 よそ ─ ほか ほか ─
26 24 90 4 不思デ おもはデ おぼえデ おぼえデ おぼえデ ─エデ
26 24 90 4 間塞 ─ふさぎ まふたぎ まふさぎ まふさぎ まふさぎ
26 24 90 5 見タリケルニ みえタリケルニ みタリケルニ みえタリケルニ みえタリケルニ ─エタリケルニ
26 24 90 6 弓箭 きうせん ── きうぜん きうぜん ──
26 24 90 8 持タリケル もタリケル もタリケル もちタリケル もちタリケル ─チタリケル
26 24 90 11 語ケル也 かたりケルヲ─ ─ケル─ かたりケルヲなり かたりケルヲなり ─リケルヲヤ
